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か かは
第二部　付属語の部
　　　（助動詞・助詞）
　　か〈係助〉　参照一いつしか・かは・も
　　　　　　　がな
いつれのときにかわするる　15－6
いつれかうみと　16－4⑳
ゆきかはなかとふくかぜぞ　20－5⑭
ゆきかはなかとふくかぜぞ　20－5⑱
けふはねのひか　28－3⑱
たれかみざらむ　30－8⑧
おもふことにたへぬときのわざとか4｜－2＊
かげのいとしておるかとそみる　42－2⑳
　　か〈終助〉　参照一ものか
　　が〈格助〉
いちもんじをだにしらぬものしが　2－10
みおくりにくるひとあまたがなかに　11－7
あるがなかに　14－1
とぶがごとくに　15－1⑭
これもちがふねの　15－11
わがくにに　2H2⇔
それがうたふふなうた　23－6
わがちぢはは　23－7㊨
わがかみの　24－5㊥
わがこぎわたる　28－6⑧
そがいひけらく　28－10
わがこふるひと　32－4⑧
いもカζうむ　33－3⑭
これカζなかに　37－2
ふねもわがみも　37－12㊨
わがために　38－2⑭
くるがかなしさ　40－11⑧
わがこころにも　44－1⑳
おもひごひしきがうちに　45－5
わがやどに　45－10⑳
みるがかなしさ　45－11⑭
　　かし〈終助〉
いとをかしかし　8－8
はやいへかしといふ　9－12⇔
うみなかなればかたしかし　28－2
れいのかみぞかし　35－4⇔
……いふかみにはあらずかし　36－5
　　かな〈終助〉
こしかひもなくわかれぬるかな　3－7㊨
ふかきこころをきみにみるかな　5つ⑳
いとおかしきことかな　9－11⇔
おもひなきかな　15一叩⑳
まがひけるかな　25－5⑳
いひつるかな　33－10㊨
かがみをいれてかつみつるかな　36－3⑳
にずもあるかな　37弓⇔
なつむけふかな　37－12㊨
わたりぬるかな　43叫2⑧
　　かは〈係助〉
わらはごとにてはなにかはせむm－7⇔
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かも けり
　　かも〈終助〉
いでしつきかも　22－4⑳
　　から〈格助〉
あけぬから　39－1
　　き〈助動〉
　き〈止〉
かほよかりき　32－9鯵
こどもなかりき40－7
まつもありき　45叫
　し〈体〉
きみにあはむとこしものを　3－6⑧
こしかひもなく　3－6⑳
うまれたりしをむなご　4－2
いでたうびしひより　11－9
くだりしときの15－7
おくれたりし　15叫2
のりはじめしひより　16－6
きのふつりたりしたひに　17－1
ふねにのりしひより　18－4
いでしつきかも　22－4⑭
みしつきなれど22叫2⑧
ありしところの28－｜1⇔
すみしところの　28－12⑧
のりしひより　29－9
ししこかほよかりき　32－9●
ふなゑひしたうべりしみかほには　37－3㊧
きやうよりくだりしときに40－6
いたれりしくににてぞ40－7
なかりしも　40－10⑭
ありしもなくて40－1｜⑭
たちてゆきしときよりは　43－4
ききしよりもまして　44－6
うまれしをむなごの　45－6
むまれしも　45－10⑱
みしひとの　45弓2⑱
　しか〈已〉
にはかにうせ↓こしかば　4－3
　　けむ〈助動〉
　けむ〈終〉
… とはいひけむ　18－10
　けむ〈体〉
よふけぬとにやありけむ　1仕2
あかずやありけむ　21－10
こころをやききえたりけむ　22－8
たまならずもありけむを　32－8⇔
ちとせやすぎにけむ　45－2
　　けリ〈助動〉
　けら〈未〉
そがいひけらく　28－10
　けリ〈止〉
あけにけリ　3－1
こゑあげていひけリ　3づ
いひあへりけリ　3－4
いでいりにけリ　3－12
かへらぬひとのあればなりけリ　4－7⑧
わかななりけリ　8－8⑳
おもふこころありてなりけリ　9づ
やがていにけリ　10－2
こぎいでけリ　11－6
はつかあまりいつかになりにけり　18－5
よのつきいでにけリ　2ト5
うみにあるものなりけリ　24－5⇔
はるけかりけリ　27－8⑳
とさのとまりといひけリ　28－8
このふねにまじれりけリ　28－10
みそかあまりここぬかになりにけリ29－10
われはへにけリ30－12⑱
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けり こそ
なみだのたまをぬかぬなりけリ　31－9⑧
かたゐなりけリ　32－1
みそもじあまりなりけリ　33－H
われはへりけリ　34－8⑳
かみのみこころなりけリ　36－6
みふねきにけリ　37－1⑱
さらにしらざりけリ　37－8
あさきなりけリ　38つ⑳
よるになりてねにけリ　38－6
うたよめるところなりけリ　39－12⇔
こゑのさむさはかはらざりけり
おほちのかたもかはらざりけり
さらにかはらざりけリ　43－9⇔
そこなるかげもかはらざりけり
あれたるなりけリ　44－8
なくなりにけリ　45づ
　ける〈体〉
40－2⑳
43－｜
43－11⑭
こころあるものははちずぞなむきける2－6
あるじのかみのよめりける　3－5
さきのかみのよめりける　3－7
いづらととふぞかなしかりける　4－8⑧
… といひけるあひだに　4－9
ゆくひとのよめりける　5－4
すみけるなり　8－10
もとめけるを　10－1
あるひとのよめりける　11－3
うみにざりける　11－4⑧
このひとびとそこころざしあるひとなりけ
　　る　IHO
みおくらむとてぞ…おひきける　11－12
ただつきをみてぞ…しりける　14－6
ありけるをむなわらはなむ　14－11
すしあはびをぞ…みせける　16－10
ゆきぞふりける　18づ⑭
おなじごとくになむありける　18－8
ふねのをさしけるおきな　20－4
…といひけるひとは　21－7
かへりきけるときに　21－7
からうたつくりなどしける　21－9
よのつきいつるまでぞありける　21－10
うみよりぞいでける　21－11
よめりけるうた22つ
… とそよめりける　22つ
いとおもひのほかになむめでける　22－8
このはしもちれるやうにぞありける　23－4
まがひけるかな　25－4㊨
とさといひけるところに　28－9
すみけるをむな　28－9
いつみにぞ…ひごろへにける　32斗2㊥
… といひける　37－4
おもしろかりけるところなり　39－6
むかしのかにぞなほにほひける　40－4⑳
… といひてぞなきける　40－11
くるときぞ…ありける　43－5
… といへりけるうた　45－9
　けれ〈已〉
… となむありけれぽ　3－7
ことひとびとのもありけれど　3－9
うちむれてこそわれはきにけれ　5－3⑧
… といひてありければ　5－4
さしはさめりければ　6－8
みぎはのみこそぬれまさりけれ　10－5㊥
いひしらせければ　22－7
ほてうちてこそうれしかりけれ26－11⑧
ねのひなりければ　27－12
… ととひければ　28－8
こそ〈係助〉
うちむれてこそわれはきにけれ　与3⑭
みぎはのみこそぬれまさりけれ　10－5⑭
なみにこそいれ　23叫⑭
なほこそくにのかたはみやらるれ23－7⑱
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こそ しむ
ほてうちてこそうれしかりけれ　26－1｜⑭
ゑじもこそしたぺ31－2⇔
まなこもこそふたつあれ　35－11⇔
こころをこそみつれ　36－5
なかがきこそあれ　44－8
　　ごと〈助動・幹〉
おもてのことなりぬれぽ　36－1
　　ごとくなリ〈助動〉
　ごとくに〈用〉
とぶがごとくにみやこへもがな　15－1⑳
おなじごとくになむありける　18－8
きのふのごとくに　30－2
ゆきのごとくに　30－4
　　ごとし〈助動〉
　ごとし〈止〉
きのふのごとし　8－1
　　さす〈助動〉
　させ〈用〉
ものもたえずえさせたり　44－10
　さす〈止〉
いささけわざせさす　7つ
　　さへ〈副助〉
うみをさへおどろかして　8－12
あしひきのやまさへゆくを　25－1㊨
かもめさへだに　34－4⑳
　　し〈副助〉参照一いつしか・しも
しらぬものしが　2－10
おのれしさけを　5－6
あさちふののべにしあれば8マ⑧
ふみしなければ　12つ⑳
いましはねといふところに　14－8
ありとしおもへば　23－8⇔
いつしかとしおもへぽにやあらむ　26－8
たえぬかぎりしたちくれば　27－7⑭
すみしところのなにしおへば　28－12㊥
いましかもめむれゐてあそぶところ　34－1
　　じ〈助動〉
　じ〈終〉
わすれがひひろひしもせじ　32－6⑧
　　して〈格助〉
かちとりしてぬさたいまつらするに　26－1
よねしてかへりごとす38－10
いひぽしてもつつる　38－10⇔
かげのいとしておるかとそみる　42－2⑱
　　して〈接続助〉
こごころのつねとして　2－5
… とみるにたへずして　12－9
にしひむがしもみえずして　13－1
うみになみなくして　｜7－12⇔
くるしきにたへずして　30－10
あるひとのたへずして　32－5
けふからくして　33－1
からくしてあやしきうたひねりいだせり
　　37－10
よろこびにたへずして　38－4
かなしきにたへずして　40－10
かなしきにたへずして　45つ
　　しむ〈助動〉
　しめ〈用〉
みふねすみやかにごがしめたまへ　26づ⇔
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しも ず
　　しも〈副助〉参照一かならずしも
ほむるにしもあらず2－7
もとめしもおかず　6－10
なほしもえあらで　7－8
あきのこのはしも　23つ
わすれがひひろひしもせじ　32－6⑧
いそぎしもせぬほどに　43－6
　　す〈助動〉
　せ〈未〉
ものもいはせず　44－11
　せ〈用〉参照一いひしらせ
かぜにふきならさせて　6－9
けふをばしらせたる　8－6
わりこもたせてきたるひと9－1
　する〈体〉
ぬさたいまつらするに　26－1
　　ず〈助動〉
　な〈未〉
われににべきはたれならなくに　3－9⑧
　ざら〈未〉
たれかみざらむ　30－8⑧
いはざらましを　38－5⇔
たえてさくらのさかざらぽ　39－ll⑳
　ず〈用〉参照一おもはずなり
はちずぞなむきける　2－6
えのまずなりぬ　6－9
たえずとぶらひにく　7－11
いれずもあらなむ　10－12⑭
いれずもあらなむ　｜1－1⑱
みえずなりぬ　｜2－2
しらずやあるらむ　12つ⑭
たへずして　12－9
にしひむがしもみえずして　13－1
ぜにももてこず　13－9愚
これならずおほかれど　13－10
あかずやありけむ　21－10
かぜもふかず23－5
たえずきこゆ　25－10
ぬさのおひかぜやまずふかなむ　26－6⑭
くるしきにたへずして　30－10
ふねいださずなりぬ　31－11
あるひとのたへずして　32つ
たまならずもありけむを　32－8轡
にずもあるかな　37づ⇔
たへずして　38－4
かなしきにたへずして　40－10
にくげならずゐややかなり　42－10
かなしきにたへずして　45－8
あかずやあらむ　45－H
　ざリ〈用〉
さらにしらざりけり　37－8
かはらざりけり　40－2⑧
かはらざりけり　43－1
さらにかはらざりけり　43－9⇔
かはらざりけり　43－10⑱
　ず〈止〉
ほむるにしもあらず　2－7
これにえかかず　3つ
なにごともいはず　4午
あるひとびともえたへず　4－5
もとめしもおかず　6－11
えいでたたず　7－7
かへしせず　9－7
まだまからず　9つ⇔
まからず　m－｜⇔
はちていはず　10－4
いくちとせへたりとしらず　12－7
えまさらず　12－｜1
なにともおもへらず　13－5
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ずおのれだにごず13－10⑳
かかず　ロー10
うみのありやうもみえず　14与
ひとびとわすれず　15－4
あめふらず　15一日
よききぬきず　16－7
けしきあしからず　17－4
あづきがゆにず　17－5
やむべくもあらず　18－2
ふねいださず　｜9－8
なにごともおもほえず　19－9
えまねばず　20－10
ふねいださず　20斗2
ふねいださず　2H
よるはいもねず　21－4
まつはしらずや　25－1⑯
ふねいださず　25－9
ふねいださず　27－1
かぜやまず　27－8
あめやまず27－9
ねのひなりければきらず　27斗2
わかなもつまず　28－6⑳
あめかぜふかず29－2
にしひむがしもみえず　29－4
かいそくものならず　29－｛1
かぜなみみえず　30－2
あめかぜやまず3｜－4
ふねいださず　3ト6
なみかぜたたず3H2
…いふとにもあらず　33－9
かぜなみたたず34－1
かみにはあらずかし　36－5
さはることありてのぼらず　4｜－4
ところどころもみえず　44－4
ものもいはせず44－1｜
えつくさず46－2
?
　ぬ〈体〉
かれこれしるしらぬおくりす　1－7
いちもんじをだにしらぬものしが　2－10
かへらぬひとのあればなりけり　4－6⑱
そこひもしらぬわたつみの　5－5吻
をのこもならはぬは　13－2
こころにもあらぬはぎに　16－9
おかぬかたぞといふなれど　18－3⑯
いつともわかぬゆきのみぞふる　19－12㊨
つねにせぬひとのことなり　20－1
はるもえしらぬはなのみぞさく　20－2⑳
ふくかぜのたえぬかぎりし　27－6⑳
ひというそたらぬ　30づ
はこのうらなみたたぬひは　30－8㊨
なみだのたまをぬかぬなりけり　31－9⑧
ひもえはからぬかたゐなりけり　3H2
さむさもしらぬいつみにぞ　32－11⑭
ゆけどなほゆきやられぬは　33つ㊨
あさきたのいでこぬさきに　33－7⇔
みふねもゆかぬなり　35－9⇔
あけぬから　39－1
おもふことにたへぬときの　41－2
うりびとのこころをそしらぬ　43－1●
いそぎしもせぬほどに　43－6
おもひいでぬことなく　45－5
むまれしもかへらぬものを　45－10⑭
　ざる〈体〉
このうみにもおとらざるべし　｜Hl
あるにもあらざるべし　4H
　ざ〈体〉
　　「ざる」の撒音便形「ざん」の「ん」
　　の無表記
いひつかふものにもあらざなり　2－3
いまはとてみえざなる　2つ
よるあるきせざなり　29－2⇔
　ね〈已〉
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そ
?
かぜなみやまねば　7－II
このうたよしとにはあらねど　15づ
ひとのかずたらねば　15－7
かぜなみやまねば　17－11
ひとのほどにあはねば24ヰ
かぜのふくことやまねぽ　31－7
かたときもわすれねばよめる　34－9
みこころのいかねば35－8⇔
ひとうたにことのあかねば　38斗
あすかがはにあらねば　43－8⇔
わがこころにもかよはねど　44－2⑧
をむなごのもろともにかへらねば　45－7
そ〈終助〉
なみなたちそ　33－12⇔
ぞ〈係助〉
　参照一ざり〈助詞「ぞ」＋「あり」〉
　（自立語篇）・なぞ
これぞ…むまのはなむけしたる　2づ
こころあるものははちずぞなむきける
　　2－6＊
じふもんじにふみてぞあそぶ　2司0
をむなごのなきのみぞかなしびこふる4－4
いづらととふぞかなしかりける　4－8⑭
このきたるひとびとそ…いはれほのめく
　　4－12
くももただよひぬとそいふなる　5－｜2
ただおしあゆのくちをのみぞすふ　6－11
みやこのみぞおもひやらるる　7－1⇔
いかにぞ　7－2⇔
いかにぞとそいひあへなる　グ2
なみのしろきのみぞみゆる　8つ
わかなぞけふをばしらせたる　8－6
そのななどそやいまおもひいでむ　9－2
… とそよめる　9つ
うみにぞいる　10司1
このひとびとそこころざしあるひとなりけ
　　る　11－9
みおくらむとてぞ…おひきける　11司2
つるぞとびかよふ　｜2～8
ちよのどちとそおもふべらなる　12－10⑧
ねをのみぞなく　13－4
はるののにてそねをばなく　13－6㊨
ただつきをみてぞ…しりける　14－6
… とそいへる　15斗
わらはのついでにぞ…おもひいでて　15－5
かずはたらでぞかへるべらなる　15－8⑧
くももみななみとそみゆる　｛6－4⑳
すしあはびをぞ…みせける　16－9
ゐざるほどにぞけふはつかあまりへぬる
　　17－6
ひとびとうみをながめつつぞある　17－7
しもだにもおかぬかたぞと　18つ⑧
なみのなかにはゆきぞふりける　18つ⑱
われぞわびしき　19－2⑧
いつともわかぬゆきのみぞふる　19－12⑧
はるもえしらぬはなのみぞさく　20－3⑱
ふくかぜそよせつつひとをはかるべらなる
　　20－5⑭
うみのなかよりぞいでくる　21－5
よのつきいつるまでぞありける　21－m
うみよりぞいでける　21－11
これをみてぞなかまろのぬし　21－n
… とそよめりける　22－4
このはしもちれるようにぞありける　23－4
… とうたふぞあはれなる　23－8
… とそいふ23－12
ものいふやうにぞきこえたる　24－1
としよりはをさなくそある　24－10
うたをそよめる　24－11
… とそいへる　25－1
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たり
… とそよめる　26－6
…とそ26－n
… とそいへる　28－4
むかししばしありしところのなくひにぞあ
　　なる　28－11⇔
あはれとそみる　29－1⑧
… とそいへる　29司
こしきにいまひというそたらぬ　30－5
いつみにぞ…ひごろへにける　32ヰ1⑳
いまみてぞみをばしりぬる　34－7⑯
れいのかみぞかし　35－4⇔
ほしきものぞおはすらむ　35－4⇔
かくそいへる　36－11
ゐざりにのみぞゐざる　39－2
むかしのかにぞなほにほひける　4古4㊥
… といひつつぞ…のぼる　40－4
いたれりしくににてそこうめるものどもあ
　　りあへる　40－7
… といひてぞなきける　40－11
かげのいとしておるかとそみる　42－2㊨
うりびとのこころをそしらぬ　43－1⑨
… とそいふなる　43－2
くるときぞひとはとかくありける　43－4
つきのあかきにぞわたる　43－7
うたもあまりぞおほかる　44－3
いふかひなくそこぼれやぶれたる44－7
いまおひたるぞまじれる　45－3
あはれとそひとびといふ　45－4
… とそいへる　45叫1
だに〈副助〉
いちもんじをだにしらぬものしが　2－9
おのれだにごず13－10⑱
しもだにもおかぬかたぞといふなれど
　　｜8－2⑳
けふだにいひがたし　20斗1
ひをだにもあまぐもちかくみるものを
　　27－4⑳
うみまつをだにひかましものを　28－3⑧
こふるをだにもかたみとおもはむ　32－6⑧
かもめさへだになみとみゆらむ　34－4⑭
たリ〈助動〉
　たリ〈用〉
うまれたりしをむなご　4－2
これもちがふねのおくれたりし　15－12
つりたりしたひに　17－1
こころをやききえたりけむ　22－8
いへにあづけたりつるひとの　44－7
　たリ〈止〉
ものかづけたリ　3づ
ことひとびとおひきたリ　6－1
ふねにいれたリ　6－4
さけくはへてもてきたリ　6－6
こころざしあるににたリ　6－6
さけおこせたリ　7－4
つづけておこせたリ　8－6
いくちとせへたりとしらず　12マ
かちとりまたたひもてきたリ　17づ
めぐみかうぶれるににたリ　29－9
あざらかなるものもてきたリ　38－9
けふくるまゐてきたリ　42－6
あるじしたリ　42－8
ひとあるじしたリ　43つ
ものもたえずえさせたリ　44－10
　たる〈体〉
これぞ…むまのはなむけしたる　2－4
このきたるひとびとそ4－12
わかなぞけふをばしらせたる　8－6
わりこもたせてきたるひと　9－2
もてきたるものよりは　9－6
いかがよむだる　｜0－3⇔
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つむだるなを　｜3－7㊨
つたへたるひとに　22－7
ものいふやうにぞきこえたる　24－1
つめのいとながくなりにたるをみて27一日
うみになみににたるものなし　29－8
なだかくきこえたるところなり　39－9⇔
ところににたるうたよめり　40－1
ちよへたるまつにはあれど　40－1⑭
つきにおひたるかつらがは　43－10⑳
いふかひなくそこぼれやぶれたる　44－7
こころもあれたるなりけり　44－8
いまおひたるぞまじれる　45－3
　た〈体〉　「たる」の擾音便「たん」の
　　　　　「ん」の無表記
よびにふみもてきたなり　2－11
　たれ〈已〉
わらはまでにくれたれば　8－11
ひとみなまだねたれぽ　14－5
ききしるまじくおもほえたれども　22－5
みなあれにたれば　45－4
つ〈格助〉
参照一おきつしまもり・ようさつかた・わた
　　つみ
つ〈助動〉
　て〈未〉
よみてむやは　9－12⇔
… ともよみてましや　1ト2
みふねかへしてむ　19つ⇔
とくやりてむ　46－3
　つ〈止〉
なみたてつべし　8－12
しつべきひとも　9－8
よみつぺくは　9－12⇔
ておしつべし　10－8⇔
かちとりのこころにまかせつ　13－2
ほとほとしくうちはめつべし　35－3
おこなひつ　39－4
　つる〈体〉
としごろよくみえつるひとびとなむ　1－7
つみつるわかななりけり　8－8㊨
うためきてもいひつるかな　33－10⇔
かつみつるかな　36づ⑳
いぶせかりつるなにはがた　36叫2⑧
はるかなりつるかつらカミは　43－｜2⑳
いへにあづけたりつるひとの　44－7
　つれ〈已〉
おのれしさけをくらひつれば　5－7
うみにうちはめつればくちをし　35叫2
かみのこころをこそはみつれ　36－6
つつ〈接続助〉
ひしきりにとかくしつつ　1－8
あるものとわすれつつなほ　4－8⑳
かくあるをみつつ　12－12
… といひつつなむ　15斗0
うみをながめつつぞある　17－7
ふくかぜそよせつつひとをはかるべらなる
　　20－6⑳
かくうたふをききつつこぎくるに　23－9
かくいひつつゆくに　24－2
かくいひつつこぎゆく　28－7
むかしのひとをのみこひつつ　32－3
かくいひつつくるほどに　33－4
ながめつつくるあひだに　35－1
ふねをひきつつのぼれども　39－1
… といふところをみつつゆく　39－5
… といひつつぞ　40－4
よろこびつつのぼる　40づ
こをいだきつつおりのりす　40－8
なかりしもありつつかへるひとのこを
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　　40－10⑳
　　て〈接助〉
　　　　参照一かくて・して・つとめて・と
　　　　て・はじめて・まして・もてこ・もて
　　　　き・もてくる
　L　動詞につくもの
　2，形容詞・形容動詞につくもの
　3．　助動詞につくもの
　　L　動詞につくもの
をむなもしてみむ　1－1
いつとせはててれいのことども　1－4
みなしをへて　1－5
げゆなどとりて　1つ
すむたちよりいでて　1－6
わかれがたくおもひて　1－8
ゑひあきて　1－12
ものによりてほむるにしもあらず2－7
ゑひしれて　2－9
あしはじふもんじにふみてぞあそぶ　2－10
よばれて　2斗2
よばれていたりて　2叫2
あるじしののしりて　3－2
こゑあげていひけり　3－3
みやこいでてきみにあはむとこしものを
　　3－6⑧
なみちをとほくゆきかひて　3－8⑳
とかくいひて　3－10
もろともにおりて　3叫0
てとりかはして　3斗1
こころよげなることして　3－12
うらどをさしてこぎいつ　4－1
あるひとのかきていだせるうた　4つ
さけなにともておひきて　4－10
さけなにともておひきて　4－10
いそにおりゐて　4－｜1
かくわかれがたくいひて　5－1
うちむれてこそ　5つ⑳
… といひてありければ　5－3
いたくめでてゆくひとのよめりける　5－4
をりふしにつけて5－9
うらどよりこぎいでて　6－2
よきものどももてきて　6－4
くすしふりはへて　6－5
さけくはへてもてきたり　6－6
うみにいれてえのまずなりぬ　6－9
つづけておこせたり　8－6
よきひとのをとこにつきてくだりて　8－9
よきひとのをとこにつきてくだりて　8－10
あきみちて　8－11
はらつづみをうちて　8－12
うみをさへおどろかして　8－12
おもふこころありてなりけり　9つ
とかくいひいひて　9－3
うるへいひてよめるうた　9－4
おくれてなかむわれやまさらむ　9－5⑧
ものをのみくひてよふけぬ　9－9
… といひてたちぬ　9－9
おどろきて　9－｜1
たちぬるひとをまちてよまむ　10－1⇔
いぶかしがりてとふ　｜0－3
はちていはず　10－4
しひてとへば　10－4
さはることありてなほおなじところなり
　　10－10
これをみて　10－1｜
やまのはにげていれずもあらなむ10－12⑧
なみたちさへていれずもあらなむ　11－1⑱
うたをおもひいでて　11－2
いまはこぎはなれてゆく　IH1
ひとりごとにしてやみぬ　｜2－4
よふけて　13－｜
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かしらをつきあてて　13－3
ふなうたうたひて　13う
そらごとをして　13－9㊨
おぎのりわざをして　13－9⑳
ひとのわらふをききて　13－ll
かくゆきくらして　13ヰ2
とまりにいたりて　13－12
ここちあしみして　14－2
ふねをいだしてむうつをおふ　14－4
ただつきをみてぞ　14－6
みなよあけて　14－7
れいのことどもしてひるになりぬ　14－7
なをききて　14－9
げにとおもひてひとびとわすれず　15－3
むかしへびとをおもひいでて　15つ
おもひいでてひとのよめる　15－9
しばしありてやみぬ　16－1
よろしきところにおりてゆく　16－3
いつれかうみととひてしるべく　｜6－4㊨
うみのかみにおちて　16－7⇔
うみのかみにおちてといひて
なにのあしかげにことづけて
はぎにあげてみせける　16－9
よねをとりかけておちられぬ
なみたつをみてよめるうた
くもれるくもなくなりて
ふねをいだしてこぎゆく
これをききてあるひとの
… といひてふねかへる　19つ
よろしとききて　20－3
あるひとききふけりてよめり
かうやうなるをみてや　2｝－6
16－7
16－8
17－2
　18－2
18－6
18－7
19－1
20－7
もろこしにわたりてかへりきける　2｜－7
わかれをしみて　21－9
これをみてぞ　2H｜
さまをかきいだして　22－6
そのかみをおもひやりて　22－11
なみよりいでてなみにこそいれ　22－｜2⑭
おぼろけのぐわんによりてにやあらむ
　　23－4
よきひいできてこぎゆく　23つ
つきてくるわらはあり　23－6
なみをみて　24－2
こととまりをおひてゆく　24－8
やまもゆくとみゆるをみて　24－ll
こぎてゆくふねにてみれば　24－12⑳
ひてりてくもりぬ　25－6
ふねをいだしてこぎくるみちに　25ヰ2
かちとりのまうして　26－2
… とまうしてたてまつる　26－4
これをききて　26－4
かちとりいたくほこりて26－7
そのおとをききて　26－8
ほてうちてこそうれしかりけれ　26－｜1⑳
ていけのことにつけていのる　26－12＊
さまをききて　27－4
つまはじきしてねぬ　27－8
ふねいだしてゆく　27－10
うらうらとてりてこぎゆく　27－10
つめのいとながくなりにたるをみて27－11
きやうのねのひのこといひいでて　28－1
をむなのかきていだせるうた　28－2
ふねをよせて　28－7
あはれといひてよめるうた　28－11
… とききて　29－3
ふねをいだしてあはのみとをわたる　29－3
かみほとけをいのりて　29－5
ぬしまといふところをすぎて　29－6
からくいそぎて　29－7
… といふところよりいでて　30斗
くろさきのまつばらをへてゆく　30－3
つなでひきてゆく　30－6
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… となげきて　30－9
からくひねりいだして　3H鶴
つつめきてやみぬ　31－2
これにつけてよめるうた31－7
ををよりて　31－8⑳
… といひて　3L11
ひとわすれがひおりてひろはむ　32－4⑳
ひをふることをなげきて　32－10
てをひてて　32－｜1⑭
あやしくうためきても　33－10⇔
しるしありてかぜなみたたず　33－｜2’
かもめむれゐてあそぶところあり　34－1
… といひてゆくあひだに　34－4
いまみてぞみをばしりぬる　34－7⑧
しるしありやとつみてゆくべく　34－10⑳
こひしきここちしばしやすめて　34コ2
かくいひて　35－1
ゆくりなくかぜふきて　35－1
しりへしそきにしそきて35－2
いふにしたがひて　35－6
またいふにしたがひて　35－10
あるるうみにかがみをいれて　36つ㊥
みをつくしのもとよりいでて　36－7
なにはにつきてかはじりにいる　36－7
ひたひにてをあてて　36－9
よろこびて　36－H
かしらをもたげてかくそいへる　36－H
あしこぎそけてみふねきにけり　36－12⑳
いたくめでて　37－3
かはじりにふねいりたちて　37－5
かはのみつひてなやみわづらふ　37－6
あはちたうめのうたにめでて　37－9
きときては　37一川⑭
よるになりてねにけり　38－6
かはのぼりになつみて　38－7
れいのやまひおこりて　38－8
むかしおもひやりてみれば　39－6
たえてさくらのさかざらば　39－11⑧
きみこひて　40－3⑱
これをみて　40－9
… といひてぞなきける　40－｜1
ちぢもこれをききて　40－12
さはることありてのぼらず41－4
あめいささかにふりてやみぬ　4ト5
やまのよこほれるをみて　41－6
これをききて　4｜－7
これをききてよろこびて　41－7
ふねをとどめて　4ト10
かはのそこにうつれるをみて　41－｜2
くるまゐてきたり　42－6
たちてゆきしときよりは　43づ
よるになして　43つ
… といひて　43－9
そでをひててもわたりぬるかな　43ヰ2⑳
よふけてくれば　44－4
きやうにいりたちてうれし　44－4
いへにいたりてかどにいるに　44－5
ききしよりもまして　44づ
のぞみてあつかれるなり　44－9
いけめいてくぼまり　44－12
みなごたかりてののしる　45－8
　　2・　形容詞・形容動詞につくもの
こひはなくてふなよりはじめて　8－4
まことにて　14－12⑧
いとけしきあしくてゑず　20－9
やまのはもなくて21－5
うみあらげにて　25－2
まつばらおもしろくて34－5
ありしもなくてくるがかなしさ　40ヰ1⑱
　　3．　助動詞につくもの
たたはしきやうにて　2－4
とかくあそぶやうにて　2－12
一 59一
て
?
くちあみももろもちにて　5－1
かぜにふきならさせて　6－9
わりこもたせてきたるひと9－1
わらはごとにては　10－7⇔
わらはのことにては　25－2
ねのひのうたにては　28－4
こちこちしきひとにて　37－8
よろこべるやうにて　42－8
て〈接続助〉
もののあはれもしらで　5－6
なほしもえあらで　7－9
ものもものしたばでひそまりぬ
かずはたらでぞかへるべらなる
ふねもいださで　19－11
えあらでわらふやうなり　20－8
わすれなむとにはあらで　34－11
もはらかぜやまrご　35－7
と〈格助〉　参照一とて
1．　連用形を受けるもの
2．　終止形を受けるもの
3．連体形を受けるもの
4．　已然形を受けるもの
5．命令形を受けるもの
6．　体言を受けるもの
7．助詞を受けるもの
8．その他を受けるもの
14－2
15－8⑱
　　1．連用形を受けるもの
ありとあるかみしも　2－8
とひてしるべくとなむうたよめる　16－4
つみてゆくべくとなむ34－10
きときては　37－1｜⑱
とくとおもふふねなやますは　38－2⑭
　　2．　終止形を受けるもの
きみにあはむとこしものを　3－6⑱
をしとおもふ5－2⑳
かぜもふきぬべしとさわげば　5－8
ふねにのりなむとす5－8
くももただよひぬとそ5－12
うたよまむとおもふこころありて　9－3
またまからずといひて　9－9
うたのかへしせむといふ　9－11
よふけぬとにや　10－2
いくちとせへたりとしらず　12－7
おもしろしとみるに　12－8
このうたよしとには　15－3
いつしか…わたらむと　18－1
みふねかへしてむといひて　19与
よろしとききて　20－3
ちぢははありとしおもへば　23－8⑱
しろきなみをよすとそいふ23－｜2
むくいせむといふなることを　24づ⇔
やまもゆくとみる　24－11
かいそくのおそりありといへば　25－7
このきたかぜあしといへば　25－9
かいそくおひくといふこと　25－10
かいそくおふといへば　25－11
よるあるきせざなりとききて　29－3
よしとおもへることを3｜－2⇔
あしといひて31一利
おりてひろはむといへれば　32－4
おもはむとなむいへる　32－7
かほよかりぎといふやうも　32－9
くむとはなしに　32－12⑳
うたのやうなることいふとにも　33－9
なみとみゆらむといひて　34－4
わすれなむとにはあらで　34－n
ちからにせむとなるべし　34－12
なほうれしとおもひ35－9⇔
みやこちかくなりぬといふを　36－10
いひぼしてもつつるとや　38－11
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のどけからましといふうた　39－12
きやうにはいらむとおもへば　43－6
かはらざりけりといひて43－9
こころざしはせむとす44－12
　　3．連体形を受けるもの
とふぞかなしかりけるといひける　4－8
ひとやとまると　5－2⑳
われやまさらむとそ9－5
いかがよむだるといぶかしがりて　10－3
うみにざりけるとや　11－4
ちよのどちとそおもふべらなるとや12－｜｜
はねのやうにやあるといふ　｜4－10
かずはたらでぞかへるべらなると　15－8
あはれとそみるとそ　29－1
なぞただごとなると　3｜－1
ほしきものぞおはすらむとは　35－4
かにぞなほにほひけると　40－4
こころをそしらぬとそ43－2
　　4．已然形を受けるもの
あしがものうちむれてこそわれはきにけれ
　　といひて　5－3
みぎはのみこそぬれまさりけれとなむ
　　10－5
ほてうちてこそうれしかりけれとそ26－11
　　5，命令形を受けるもの
こがしめたまへと　26－4
つなではやひけといふ　33－7
たてまつりたまへといふ35－5
たいまつりたべといふ　35－10
　　6．体言を受けるもの
をとこもすなるにきと　日
やぎのやすのりといふひとあり　2－2
こころのつねとして　2－5
あるものとわすれつつ　4－7⑯
いづらととふぞ　4－8⑳
かこのさきといふところに　4－9
さけなにともてきて　4－10
いけとなあるところより　8－4
このいけといふは　8－9
そのななどそや　9－2
なみのたつなることと　9－4
ちよのどちとそ　12－10⑭
なにともおもへらず　13つ
はねといふところに　14－8
はねといふところは　14－9㊨
このはねといふところ　15－4
なみとそみゆる　16－4⑧
いつれかうみと　16－4⑳
ふくかぜと　17－8⑭＊
なみとはおもふどちにやあるらむ　17－9⑳
みさきといふところ　17－12⑪
いつともわかぬ　19－12㊥
みそかとかぞふれば　2｜－3
あぺのなかまうといひけるひとは　21－6
もろこしと　22－9
このくにとは　22－9
くろとりといふとり　23－9
なにとにはなけれども　23－12
わがかみのゆきと　24－6⑭
しらなみと　24－6⑳
なみとのみ　25－3⑳
ゆきとはなとに　25－4㊥
ゆきとはなとに　25－4⑧
あはちのたうめといふひと　26－10
ここやいどこととひければ　28－8
とさのとまりといひけり　28－8
とさといひけるところに　28－9
ぬしまといふところを　29－6
たなかはといふところを　29－7
いつみのなだといふところに　29－7
いつみのなだといふところより　30ヰ
はこのうらといふところより　30－6
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うみをかがみと　30－8⑯
このつきまでなりぬることと
かたみとおもはむ　32－7⑳
かざまともふを　34－3⑳
なみとみゆらむ　34－4⑧
いしつといふところの　34－4
30－9
とりかひのみまきといふほとりに　38－7
あかれのところといふところあり　39－3
なぎさのゐんといふところを　39つ
くるがかなしさといひて　40－ll
たへぬときのわざとか　41－2
うどのといふところに　41－3
やはたのみやといふ　4仁7
かかることと　44－10
こころしれるひとと　45－9
みるがかなしさとそ45－11
　　7．　助詞を受けるもの
いつみのくにまでと　仁10
わかれぬるかなとなむ　3－7
みやこへと　4－6⑱
きみにみるかなといふあひだに　5－5
いかにぞとそ　7－2
いへかしといふ　9－｜2
いれずもあらなむといふうたなむ　10－12
なみたちさへていれずもあらなむともよみ
　　て　11－2
みやこへもがなとそ　｛5－1
きやうへもがなとおもふこころあれば
　　15－2
おもひなきかなといひつつなむ　15ヰ0
うみのかみにおちてといひて　16－7
おかぬかたぞと　18－3⑱
うみのうちのそらをとは　18－10
ゆきかはなかと　20－5⑭
ひとのなにかといふを　20－6
いでしつきかもとそ　22－4
まつはしらずやとそいへる　25－1
やまずふかなむとそ　26づ
いつしかとおもへばにや　26－8
みやこへとおもふ　27－5⑱
こまつもがなといへど　28－1
ひかましものをとそ28－4
たまならずもありけむをと　32－8
ひのよきにともよほせば　33－5
なみなたちそと　33－12
しるしありやと　34－10⑧
いつとかといぶせかりつる　36－12⑱
にずもあるかなといひける　37－4
いはざらましものをと　38－6
おるかとそみる　42－2⑳
　　8．その他を受けるもの
しばしとをしむこころやあらむ7－5
げにとおもひて　15づ
かへらやとうたふぞ　23－8
あはれといひて　28－11
あはれとそみる　29－1⑳
あはれとそひとびといふ45－4
　　ど〈接続助〉
ふなちなれど　1－11
ことひとびとのもありけれど3－9
いでたちいそぎをみれど　4づ
さをさせど　5－4⑳
にしぐになれど　5－｜0
にぎははしきやうなれど　7－10
あをむまをおもへど8－3
しつべきひともまじれれど　9－8
ふねにもおもふことあれど　12－3
かかれど　12づ
よしとにはあらねど　15－3
おかぬかたぞといふなれど　｜8－3⑱
ことことなるものなれど22－9
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やまのはにみしつきなれど　22－12⑱
ひとつにきけど25－4⑧
こまつもがなといへど　28－1
けふなれど　28－5㊥
ゆけどなほ　33つ⑭
まつにはあれど40－2⑳
わがこころにもかよはねど　44－2⑭
いとはつらくみゆれど　44－｜1
くちをしきことおほかれど　46－2
　　とて〈格助〉
をむなもしてみむとて　1－2
いまはとてみえざなるを　2－5
はやくいなむとて　5－7
よのまとて　6F8
まからずとて　10－1⇔
よまむとてもとめけるを　10－1
たよりあらばやらむとて　10－9
なはのとまりをおはむとて　11つ
くにのさかひのうちはとて　11－6
これをみおくらむとて　｜H2
ゆあみなどせむとて　16－12
かなしびもあるときにはよむとて　22つ
つかはれむとて　23－6
ひともいふこととて　30－10
ゑじもこそしたべとて31－2
いひつるかなとて　33－10
いかがはせむとて　35－11
かがみをたいまつるとて　35コ2
このむとてあるにもあらざるぺし41－1
　　とも〈接助〉
かけりともえよみすゑがたるぺし　20－10
　　ども〈接続助〉
　　　　参照一されども・しかれども
あはれがれども　9－7
うみをわたれども　12つ⑧
これならずおほかれども　13一ω
うみはあるれども　｜3－11
おもひやれども　15－9⑧
とほくみれども　19－8
ちかくみれども　19－8
かかれども　19－9
まねべども　20－10
ききしるまじくおもほえたれども　22与
なにとにはなけれども　23－12
こげども　35－2
こげども　35－2
かくたいまつれれども　35－6
かかれども　37－9
ふねをひきつつのぼれども　39－2
な〈終助〉参照一もがな
　　など〈副助〉
げゆなどとりて　1づ
かひうたなどいふ　5－｜0
ゆあみなどせむ　16－2
からうたなどいふべし　19－10
からうたつくりなどしける　21－9
ふねにほあげなどよろこぶ　26－7
みやことほしなどいふなることの
うるわしきかひいしなどおほかり
きしのひめまつなどいふかみには
よねいをなどこへば　39－4
27－3
32－2
36－4
　　なむ〈係助〉
ひとびとなむわかれがたくおもひて　｜－7
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はちずぞなむきける　2－6
… となむありければ　3－7
… となむよめる　｜0－6
… といふうたなむおもほゆる　10－12
はせべのゆきまさらなむ…おひくる　H－8
わらはなむこのうたをよめる　14－｜2
… といひつつなむ　15ヰ0
… となむうたよめる　｜6－5
わたらむとのみなむおもふ　18－1
おなじごとくになむありける　18－8
かかるうたをなむ…よむ21－｜2⇔
おもひのほかになむめでける　22－8
… となむいへる　32－7
つみてゆくべくとなむ　34－10
またかくなむ　45－12
なむ〈終助〉
いれずもあらなむ　10－12㊥
いれずもあらなむ　11－2⑭
やまずふかなむ　26づ⑳
よするなみうちもよせなむ32－4⑳
なリ〈助動〉　参照一おもはずなり
　ならく未〉
われににべきはたれならなくに　3－9㊨
これならずおほかれどもかかず　B－10
なにきくところはねならぽ　15－1㊥
あまならば28－3㊨
かいそくものならず29－ll
たまならずもありけむ　32－8⇔
　なリ〈用〉
かへらぬひとのあればなりけり　4－7⑭
いけにつみつをわかななりけり　8－8⑱
うたよまむとおもふこころありてなりけり
　　9つ
こころざしあるひとなりける　11－10
うみにあるものなりけり　24－5⇔
ねのひなりければ　27－12
なみだのたまをぬかぬなりけり　31つ⑭
ひもえはからぬかたゐなりけり　32－1
みそもじあまりなりけり　33－H
かみのみこころなりけり　36－6
みつのこころのあさきなりけり　38－3⑭
うたよめるところなりけり　39－12⇔
ひとのこころもあれたるなりけり　44－8
　に〈用〉
いひつかふものにもあらざなり　2づ
かみからにやあらむ　2－4
ほむるにしもあらず　2－7
くちあみももろもちにて　5－1
ものもてくるひとになほしもえあらで7－8
よふけぬとにやありけむ　10－2
うつくしければにやあらむ　10－6
わらはごとにてはなにかはせむ　10－7⇔
いつるみなとはうみにざりける　11－4⑧
このうたよしとにはあらねど　15－3
どちにやあるらむ　17－9⑳
こころやりにやあらむ　｜9－10
おなじことにやあらむ　22－m
おぼろけのぐわんによりてにやあらむ
　　23－4
なにとにはなけれども　23－12
をさなきわらはのことにては　25－2
いつしかとしおもへばにやあらむ　26－9
ねのひのうたにてはいかがあらむ　28－4
なくひにぞあなる　28－11⇔
かひのいろはすはうに　30－4
いふとにもあらず33－9
わすれなむとにはあらで　34－11
かみにはあらずかし　36－4
こちこちしきひとにて　37－8
みやこほこりにもやあらむ　37－10
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ちよへたるまつにはあれど　40－1㊥
あるにもあらざるべし41－1
あすかがはにあらねば　43－8⇔
　なリ〈終〉
してみむとてするなり　1－2
いひつかふものにもあらざなリ　2づ
よびにふみもてきたなリ　2－11
なほおなじとまりなリ　6－7
かうやうのものなきくになリ　6－10
おなじところなリ　7－5
ところのななリ　8つ
すみけるなリ　8－10
なほおなじところなリ　10吋0
ききざれにきけるなリ　18－11
つねにせぬひとのことなり　20－1
とがむるなリ　24－2
きのふのおなじところなリ　25－8
よるあるきせざなり　29－2⇔
みふねよりおほせたぶなリ　33－6㊨
おのつからのことぽなリ　33－8
みふねもゆかぬなリ　35－9⇔
をとこどもひそかにいふなリ　38－10
おもしろかりけるところなリ　39－6
なだかくきこえたるところなリ　39－9⇔
あるまじきわざなリ　43－3
のぞみてあつかれるなリ　44－9
　なる〈体〉
をとこもすなるにきといふものを　H
いまはとてみえざなるを　2－5
くももただよひぬとそいふなる　5－12
ひひらぎらいかにぞとそいひあへなる7－2
なみのたつなること　9－3⇔
いとおほこゑなるべし　9－6
わらはなるひそかにいふ　9－10
さをにさはるはかつらなるらし　18－12⑳
なみのそこなる　19－2⑧
かすがなるみかさのやまに　22－4⑯
おなじことなるぺければ22－｜0
ふなぎみなるひと　24－2
むくいせむといふなることを24つ⇔
ここのつばかりなるをのわらは　24－9
みやことほしなどいふなることの　27－3
なくひにぞあなる　28－11⇔
なぞただごとなる　30－12⇔
ふねなるひとのよめる　32－3
をつのうらなるきしのまつばら　33－4⑧
こふるちからにせむとなるべし　34－12
やまひをすればよめるなるべし　38－1
いへるなるべし　38－4
しりへなるをかには　39－7
しらぬとそいふなる　43－2
そこなるかげも　43－10⑧
　なれ〈已〉
ふなちなれど　1－11
にしぐになれど　5叫0
をさなきわらはのことなれぽ　14－11
とをかあまりなれぽ　16－5
しもだにもおかぬかたぞといふなれど
　　18－3⑳
ことことなるものなれど　22－9
やまのはにみしつきなれど　22－12⑳
むつきなれば　27斗2
うみなかなれば　28－2
けふなれど　28－5⑳
よなかなれば　29－4
に〈格助〉
L　体言につくもの
2，　連体形につくもの
3，　その他につくもの
L　体言につくもの
　　参照一げに・ここに・とにに・もろ
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　　　　ともに
いぬのときにかどです　仁3
ものにかきつく　｜－4
ふねにのるべきところへわたる　L6
ののしるうちによふけぬ　1－9
はつかあまりふつかにいつみのくにまでと
　　1－10
くににかならずしも　2－2
ものによりて　2－7
じふもんじにふみてぞ　2－10
これにえかかず　3づ
きみにあはむとこしものを　3－6㊨
われににべきは　3－8⑧
ゑひごとにこころよげなることして　3－H
かくあるうちに　4－2
このあひだに　4－5
またあるときには　4－7
… といひけるあひだに　4－9
かこのさきといふところに　4－9
いそにおりゐて　4－10
ひとびとのなかに　4－11
きみにみるかな　5－5⑭
… といふあひだに　5－6
ふねにのりなむとす5－8
このをりに　5－8
をりふしにつけて　5－9
ときににつかはしきいふ　5－9
うらどにとまる　5－12
このあひだに　6－3
ふね1こし、れたり　6－4
おほみなとにとまれり　6－5
ふなやかたにさしはさめりければ　6－8
かぜにふきならさせて　6－8
うみにいれて　6－9
なほおほみなとにとまれり　7づ
おなじところにあり　7－H
なぬかになりぬ8－2
おなじみなとにあり　8－2
かかるあひだに　8－4
ながびつにになひつづけて　8－5
あさちふののべにしあれば8－7⑭
いけにつみつる　8－8㊥
をとこにつきて　8－9
このあひだに　9－1
ゆくさきにたつしらなみの　9－4⑭
つきはうみにぞいる　10－11
あまたがなかに　1ト7
ここかしこにおひくる　11－9
このうみにもおとらざるべし　IHO
うみのほとりにとまれる人も　12－1
きしにもいふことあるぺし　12－2
ふねにもおもふことあれど　12－3
ひとりごとにしてやみぬ　12－4
もとごとになみうちよせ　｛2－7
えだごとにつるぞとびかよふ　12－8
まつのうれごとにすむつるは　12－10⑱＊
かちとりのこころにまかせつ　13－2
ふなぞこにかしらをつきあてて　13－3
わかすすきに　13－6⑱
とまりにいたりて　13－12
あるがなかに　14－1
このなはのとまりにとまりぬ　14づ
あかつきにふねをいだして　14－4
かかるあひだに　14－7
ひるになりぬ　14－8
はねといふところに　14－8
わらふときに　14－11
なにきくところ　14斗2⑭
わらはのついでにぞ　15つ
いつれのときにかわするる　15－6
ふるうたに　15－8
よのなかに　15－9⑳
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おもひにまさる　15－10⑳
ならしつよりむうつにきぬ　15－12
とをかあまりみかのあかつきに　16－1
あたりのよろしきところに　16－3
ふねにのりはじめしひより　16－6
ふねにはくれなゐこく　｜6－6
それはうみのかみにおちて　16－7⇔
なにのあしかげにことづけて　16－8
こころにもあらぬはぎに　｜6－9
こころにもあらぬはぎにあげて　16－9
おなじところにとまれり　16－｜1
むまときよりのちに　17－1
つりたりしたひに　17－｜
ゐざるほどにぞ　17－6
おなじところにとまれり　17－ll
うみになみなくして　17－12⑪
なみのなかには　18づ⑳
ふねにのりしひより　18－4
はつかあまりいつかになりにけり　18－4
このあひだに　18－7
ききされにきけるなり　18－11
さをにさはるはかつらなるらし　18斗2⑳
かくいふあひだに　19づ
このあひだにあめふりぬ　｜9－5
おなじところにあり　19－7
よするいそには　19－12⑳
つねにせぬひとのことなり　20－1＊
かぜによる　20－2（⑳
なみのいそには20－2⑧
くるしきこころやりによめる　20づ
ましてのちにはいかならむ　20－11
もろこしにわたりて　2仁7
かへりきけるときに　21－7
ふねにのるべきところにて21－8
わがくにに　2H2⇔
かなしびもあるときにはよむ　22づθ
みかさのやまにいでしつきかも　22－4⑧
ことのこころををとこもじに　22－6
つたへたるひとにいひしらせければ　22－7
やまのはにみしつきなれど　22－12⑳
なみにこそいれ　23－1⑳
はるのうみに　23つ
おぼろけのぐわんによりて　23－4
このあひだに　23－6
いはのうへにあつまりをり　23－10
そのいはのもとに　23－m
くろとりのもとに　23－ll⇔
ひとのほどにあはねば　24－｜
おもふうへに　24－4⇔
うみにあるものなりけり　24つ⇔
いそにゆきふり　25－2
ひとつにきけど　25－4⑧
こぎくるみちに　25－12
このぬさのちるかたに　26づ⇔
ちふりのかみにたむけする　26－5⑳
このあひだに　26－6
ふねにほあげなどよろこぶ　2か7⇔
このなかに　26－9
ていけのことにつけていのる　26－12
こころなぐさめに　27－2
からうたに　27づ
うらになければ　28－6⑳
おもしろきところにふねをよせて　28－7
とさといひけるところにすみけるをむな
　　28－9
このふねにまじれり　28ヰ0
なにしおへぽ　28－12⑭
いつみのなだといふところに　29－8
うみになみに　29－8
うみになみににたるものなし　29－8
けふふねにのりしひより　29－9
みそかあまりここぬかに　29－10
一 67一
に に
いつみのくににきぬれば　29－11
こしきにいまひというそたらぬ　30－5
このあひだに　30－5
かくゆくあひだに　30－7
こころやりにいへる　30－10
これにつけてよめるうた　31－7
このとまりのはまには　32司
ふねのこころやりによめる　32－5
をむなこのためには　32－7
おなじところに　32－10
いつみにぞくむとはなしに　32－11㊨
かくいひつつくるほどに　33－4
ふなこどもにいはく　33－6
あさきたのいでこぬさきに　33－7⇔
よろこびのあまりに　34－2
いひてゆくあひだに　34－4
まつよりさきにわれはへにけり　34－8⑧
すみのえに　34－9⑳
こふるちからにせむとなるべし　34－12
ながめつつくるあひだに　35－1
ぬさには　35－8⇔
うみにうちはめつれば　35－12
あるるうみにかがみをいれて　36－3⑧
かがみにかみのこころをこそは　36－5
なにはにつきて　36－7
かはじりにいる　36－8
ひたひにてをあてて　36－8
これがなかに　37－2
みかほには　37づ⇔
かはじりにふねいりたちて　37つ
かかるあひだに　37－7
あはちたうめのうたにめでて　37－9
ひとうたにことのあかねば　38－1
わがために　38－2⑭
よろこびにたへずして　38－4
あはちのこのうたにおとれり　38－5
くやしがるうちに　38－6
よるになりてねにけり　38－6
なほかはのぼりになつみて　38－7
ほとりにとまる　38－8
ところどころにあり　38－11
こころもとなさに　39－1
このあひだに　39－3
をかには　39－7
なかのにはには　39－7
おほむともに　39－10⇔
よのなかに　39－10⑳
ところににたるうたよめり　40－1
むかしのかにぞ　40－4⑳
ひとびとのなかに　40－6
きやうよりくだりしときに　40－6
ふねのとまるところに　40－8＊
おもふことにたへぬときのわざとか　41－2
うどのといふところにとまる　41－3
ひむがしのかたに　41－6
ひとにとへぽ　41－6
さうおうじのほとりに　41－9
このてらのきしほとりに　4H1
かはのそこにうつれるをみて　41－12
やまざきにとまれり　42つ
やまざきに　42－4
ふねのむつかしさに　42－6
ひとのいへにうつる　42－7
いろいろにかへりごとす　42－9
きやうへのぼるついでにみれば42－11
これにもかへりごとす43－5
よるになして　43－5
きやうにはいらむとおもへば　43－5＊
いそぎしもせぬほどに　43－6
ひさかたのつきにおひたる　43－10⑧
わがこころにもかよはねど　44－1⑱
おなじふかさにながるぺらなり　44－2⑧
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きやうのうれしきあまりに　44－3
きやうにいりたちて　44－4
いへにいたりて　44与
かどにいるに　44－5
いへにあづけたりつる　44マ
たよりごとに　44－10
ほとりにまつもありき　45斗
いつとせむとせのうちに　45－2
おもひごひしきがうちに　45つ
かかるうちに　45－8
わがやど∫こ　45－｜0⑲
まつのちとせに　45－｜2⑳
　　2．　連体形につくもの
こころざしあるににたり　6－6
おもしろしとみるにたへずして　12－9
いふかひなきもののいへるには　17－9
めぐみかうぶれるににたり　29－9
くるしきにたへずして　30－10
いふにしたがひて　35つ
かなしきにたへずして　40つ
つきのあかきにぞわたる　43－7
なほかなしきにたへずして　45－8
　　3．その他につくもの
　　　　参照一さらに・しきりに・たがひに
　　　　・まにまに
むまのはなむけしにいでませり　2－8
よびにふみもてきたなり　2－11
らうどうまでにものかづけたり　3－2
ひとびとたえずとぶらひにく　7－12
わらはまでにくれたれば　8－lI
みおくりにくるひと　11－7
けふまでに　18－4
うのときぼかりに　23－2
ゆきとはなとにまがひけるかな　25－4⑳
よなかばかりに　29－3
とらうのときはぼかりに　29－6
むまときばかりに　29－12
ひねもすに　3Hl
くむとはなしに32－12⑱
ひねもすに　33－12
しりへしそきにしそきて　35－2
いやふきにいやたちに　35－7
いやふきにいやたちに　35－7
ゐざりにのみぞゐざる　39－2
くるまきやうへとりにやる　42－5
　　に〈接続助〉
たれならなくに　3－9⑳
きやうへかへるにをむなごのなきのみぞ
　　4－4
カ、くうたふ‘こ　5－11
ところをみるにえまさらず　ロー11
よやうやくあけゆくに　19づ
ききつつこぎくるに　23－9
かくいひつつゆくに　24－2
ぬさたいまつらするに　26－｜
ひのよきに　33つ⇔
こぎのぼるに　37－5
ふねひきのぼるに　39つ
さしのぼるに　41つ
よきをみるに　42－9
きやうへいくに　43－2
かどにいるに　44－5
　　にて〈格助〉
しほうみのほとりにて　日2
かみのたちにて　3－2
きやうにてうまれたりしをむなご　4－2
くににてにはかに　4－2
このうみべにて　5－2
もしうみべにてよまましかば　11－1
はるののにてそねをばなく　13－6㊨
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にて ぬ
ふねにのるべきところにて　21－8
みやこにて　22－12⑱
こぎてゆくふねにてみれば　24－12⑧
うみにてねのひのうたにては　28－4
いたれりしくににてぞ　40－7
しまさかにて　43－2
このいへにてうまれたりしをむなご　45－6
ぬ〈助動〉
　な〈未〉
ふねにのりなむとす　5－8
うつたへにわすれなむとにはあらで34－11
　に〈用〉
あけにけり　3ヰ
いでいりにけり　3－12
にはかにうせにしかば　4－2
うちむれてこそわれはきにけれ　5つ⑳
はつかあまりいつかになりにけり　18－5
はつかのよのつきいでにけり　2L5
ながくなりにたるをみて　27司｜
みそかあまりここぬかになりにけり2ゆm
われはへにけり　30－12㊥
ひごろへにける　32－12⑧
われはへにけり　34－8⑧
みふねきにけり　37－1⑳
よるになりてねにけり　38－6
ちとせやすぎにけむ　45－2
かたへはなくなりにけり　45つ
みなあれにたれば　45－4
　ぬ〈止〉
ののしるうちによふけぬ　1つ
しほみちぬ　5－7⇔
かぜもふきぬべし　5－7⇔
そらゆくくももただよひぬ　5－12⇔
えのまずなりぬ6－9
なぬかになりぬ8－2
よふけぬ　9－9
… といひてたちぬ　9－10
よふけぬとにやありけむ　10－2⑪
おかれぬめり　10－9
とほくなりぬ12－2
ふねのひともみえずなりぬ　12－2
ひとりごとにしてやみぬ　12－4
こころはすこしなぎぬ　13－12
ひそまりぬ｜4－2
このなはのとまりにとまりぬ　14づ
ひるになりぬ　14－8
はねといふところにきぬ　14－8
ならしつよりむうつにきぬ　15－12
しばしありてやみぬ　16－2
よねをとりかけておちられぬ　17－2
かかることなほありぬ17－3
にはかにいできぬ　｜9－4⇔
かぜふきぬべし　19－4⇔
あめふりぬ　19－5
そこなはれぬべし　21－4
かしらもみなしらけぬ　24－4⇔
ひてりてくもりぬ25－6
つまはじきしてねぬ　27－8
このみとをわたりぬ29－5
いつみのなだといふところにいたりぬ
　　29－8
つつめきてやみぬ　31－3
とどまりぬ31－3
かくてけふくれぬ　31－9
ふねいださずなりぬ3Hl
おやをさなくなりぬべし　32－8
みやこちかくなりぬといふを36斗0⇔
あめいささかにふりてやみぬ　41与
つきいでぬ　43－6
　ぬる〈体〉
わかれぬるかな　3－7⑳
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たちぬるひとをまちてよまむ　10－1⇔
はつかあまりへぬる　17－6
ただひのへぬるかずを　21－2
おひかぜのふきぬるときは　26斗0㊨
このつきまでなりぬること　30－9⇔
みをばしりぬるすみのえの　34－7⑳
みやこちかくなりぬるよろこびに38午
わたりぬるかな43－12⑳
　ぬれ〈已〉
いつみのくににきぬれば29－ll
むまときばかりにやみぬれば　29－12
おもてのことなりぬれば　36－1
の〈格助〉
1．準体助詞
2．体言などに「の」が接し、それが体言にかかる
　もの（形容詞・形容動詞の語幹も含む）
3．　体言に「の」が接し，それが　「ごとし」「やう
　なり」につづくもの
4，体言に「の」が接し，それが用言などにかかる
　もの
5．　体言につき「…のように」の意を添えて連用修
　飾語をつくるもの
6．　格助詞「を」に近接した用法を示すもの
7，格助詞「と」に意殊の通うもの
　　1．準体助詞
ことひとびとのもありけれど　3－9
いまのももろともに　3－10
さきのも　3－11
かはのもうみのも　8づ
かはのもうみのも　8－5
　　2．体言などに「の」が接し，それが
　　　体言にかかるもの
　　　参照一あしひきの・あはのみと・あ
　　　　べのなかまろ・あまのがは・ありは
　　　　らのなりひら・いつみのくに・いつ
　　　みのなだ・ウダのまつばら・おもひ
　　　　のほかなり・かこのさき・コありは
　　　　らのなりひらのチユウジヤウ・コ
　　　　これたかのみこ・これたかのみこ・
　　　　すみよしのミヤウジン・たちばな
　　　　のすゑひら・ちふりのかみ・とさの
　　　　とまり・とりかひのみまき・なかま
　　　　ろのぬし・なぎさのヰン・なはのと
　　　　まり・なりひらのキミ・ねのひ・は
　　　　このうら・はせべのゆきまさ・ひさ
　　　　かたの・ぶちはらのときざね・むま
　　　　のはなむけ・めのわらは・もののあ
　　　　はれ・やぎのやすのり・やはたのみ
　　　　や・やまぐちのちみね・よのなか・
　　　　わだのとまりのあかれのところ・
　　　　をつのうら・をつのとまり・をのわ
　　　　らは
それのとし　1－2
それのとしのしはす　1－2
しはすのはつかあまりひとひ　1－2
ひとひのひのいぬのとき　1づ
ひとひのひのいぬのとき　1－3
ひとひのひのいぬのとき　仁3
そのよし　1づ
あがたのよとせ　1－4
れいのことども　1つ
しほうみのほとり　1斗2
このひと　2－2
くにひとのこころ　2つ
こころのつね　2－5
かみのたち　2－11
かみのたち　ヂ2
あるじのかみ　3つ
かへるさきのかみ　ヂ7
しろたへのなみち　3ぶ⑳
さきのかみ　3－10
いまのあるじ　3－10
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このころ　4づ
このころのいでたちいそぎ　4つ
このあひだ　4－5
かみのはらから　4－9
かみのたち　4－｜r
たちのひとびと　4－11
ひとびとのなか4－11
このきたるひとびとそ4－12
かのひとびと　5－1
かのひとびとのくちあみ　5－1
このうみべ　5－1
わたつみのふかきこころ　5づ
このをり　5－8
ふなやかたのちり　5－11⇔
このあひだ　6－2
はやくのかみのこ　6づ
はやくのかみのこ　6つ
よのま　6－7⇔
かうやうのもの　6－10
おしあゆのくち　6－11
このすふひとびと　6－11
すふひとびとのくち　6－12
こへのかど7－1⇔
かどのしりくべなは　7－1⇔
しりくべなはのなよしのかしら　7－1⇔
なよしのかしら　7－2⇔
このかうやうにものもてくるひとに　膓8
ひとのいへ　8－4
ひとのいへのいけとなある　8－4
そのうた8－7
あさちふののべ8－7⑳
このいけ8－9
ところのな　8－9
よきひとのをとこにつきくだるに　8－9
このながびつ　8－10
ながびつのもの　8－10＊
このあひだ　9－1
そのな　9－2
このひと　9－2
しらなみのこゑ　9－5⑳
このうた　9－7
このうたぬし　9－9
あるひとのこのわらは9－10
このわらは　9－io
このうた　9－10⇔
うたのかへし9－11⇔
このわらは　mづ
そでのなみだがは　10－5⑳
きみの…といふうた　10－11
やまのは　10斗1⑳
このうた　11－2
ここぬかのつとめて　11－5
くにのさかひ　11－6⇔
さかひのうち　1‥6㊨
このひとびと　1㌔9
このひとびと　1HO
ひとびとのふかきこころざし　1HO
このうみ　11－10
このひとども　11－12
うみのほとり　12斗
ふねのひと　12－2
このうた　12－4
そのまつ　12－6
まつのかず　12－6
まつのうれごと　12－10⇔
ちよのどち　｝2－10⑳
このうた　12－11
てけのこと　B－1
かちとりのこころ　13－2
そのうたふうた　13－5
はるのの　13－6（諺
よむべのうなゐ　13－8㊨
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このなはのとまり　14つ
うみのありやう　14－5
れいのことども　14－7
このところ　14－9
このところのな　14－9
とりのはね　14－10⇔
をさなきわらはのこと　14－11
このうた14司2
このうた15つ
このはね　15－4
わらはのついで　15－4
いつれのとき　｜5－6
ときのひとのかず　｜5－7
ときのひとのかず　15－7
とをかあまりみかのあかつき　16－1
うみのかみ　16－7⇔
㌶㌢『81ケ8
つまのいずし　｜6－8
あるひとのこの　18－2
このなみ　18－2
なみのなか　18つ⑧
このあひだ　18－7
くものうへ　18－8
うみのそこ　｜8－8
むかしのをとこ　18－9
なみのうへ　18－9●
うへのつき　18－9㊥
うみのうち　18－10㊨
うみのうちのそら　18－10㊨
みなそこのつき　18－11⑧
つきのうへ　18－12㊥
ふねのさを　18－12⑳
なみのそこ　19－1⑳
このあひだ　19－5
このとまり　19－8
このうた20－1
ひとのこと　20－1
このうたども　20－3
ふねのをさ　20ヰ
つきひごろのくるしきこころやりに　20－4
このうたども　20－6
そのうた　20－7
はつかのよ　21－4
よのつき　21－4
やまのは　21－5
うみのなか　21－5
かのくにひと　21－8
かしこのからうた　21－9
はつかのよ　2HO
よのつき　21斗0
そのつき　2H1
かみなかしものひと　22－1㊨
みかさのやま　22－4⑧
かのくにひと　22つ
ことのこころ　22－6
ここのことば22－6
このくに22－9
つきのかげ22－9
ひとのこころ　22－10
そのかみ　22－11
やまのは　22斗2⑳
うのとき　23－2
ひとびとのふね　23－2
はるのうみ23－3
あきのこのは23－3
あきのこのは　23－3
おぼろけのぐわん　23－4
このあひだ　23－5
くにのかた　23－7爵
いはのうへ23－10
そのいは　23－10
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のいはのもと　23－10
くろとりのもと　23斗1⇔
このことぽ　23－12
ひとのほど　24－1
わがかみのゆき　24－5⑧
いそべのしらなみ　24－6⑳
よむべのとまり　24－8
このわらは　24－10
そのうた24－12
をさなきわらはのこと　25－1
なみのはな　25づ
このわたり　25－6⇔
かいそくのおそり　25－6⇔
　　　　⑱このぬさ　26づ⇔
わたつみのちふりのかみ　26－5㊨
このあひだ　26－6
そのおと　26－8
このなかに　26－9
あはちのたうめ　26－9
ていけのこと　26－12
ことのさま　27－4
きやうのねのひ　28－1
ねのひのこと　28－1
ねのひのうた　28－4
このふね　28－9
ところのな　28－12⑳
このみと　29－5
とらうのとき　29－6
かみほとけのめぐみ　29つ
あしたのま　29－12
うみのうへ30－1
くろさきのまつばら　30－2
ところのな　30－3
まつのいろ　30－3
いそのなみ　30－4
かひのいろ　30－4
の
このあひだ　30づ
このつき　30－9⇔
ひくふねのつなで　30－11⑳
はるのひ　30－11⑱
うみのうへ31－6
きしのなみ　3ト7
なみだのたま　31－9㊨
かぜくものけしき　3仁10㊨
このかちとり　3H2
このとまり　32－1
とまりのはま　32－1
くさぐさのうるわしきかひ　32－1
むかしのひと　32－2
ふねのこころやり　32－5
をんなこのため　32－7
きしのまつばら　33－4⑳
このことば　33－7
かぢとりのおのつからのことぽなり　33－8
おのつからのことば　33－8
よろこびのあまり　34－2
ところのまつばら　34－5
すみよしのわたり　34－6
すみのえのまつ　34－7⑳
むかしへびとのはは　34－8
このすみよし　35－3⇔
れいのかみ　35－4⇔
かがみのおもて　36斗
かみのこころ　36－2⑳
きしのひめまつ　36－4
かみのこころ　36－5
かちとりのこころ　36－6
かみのみこころ　3ひ6
みをつくしのもと　36－7
かのふなゑひ36－9
ふなゑひのあはちのしまのおほいご　36～9
あはちのしま　36－10
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のしまのおほいご　36－10
かはのみつ　37－6
ふなぎみのばうざ　37－7
かうやうのこと　37－8
あはちたうめのうた　37－9
そのうた37－11
かはのぼりちのみつ　37－11⑧
みつのこころ　38－3⑧
このうた38－3
あはちのこのうた　38－5
あはちのこのうた　38つ
れいのやまひ　38－8
かうやうのこと　38－11
かはのみつ　39－2
このあひだ　39－2
そのゐん　39－5
まつのきども　39－7
なかのには　39－7
むめのはな　39－8
みこのおほむとも　39－9⇔
はるのこころ　39－ll⑭
いにしへのこゑ40－2⇔
こゑのさむさ　40－2⑧
やどのむめ　40－3⑭
むめのはな　40づ⑧
むかしのか　40－4⇔
ひとびとのなか40－6
むかしのこのはは　40つ
むかしのこのはは　40－9
ひとのこを　40斗0⑱
かうやうのこと　40斗2
ときのわざ　41－2
ひむがしのかた41－6
やまざきのはし　41－8
さうおうじのほとり　41－9
このてら　4｜－10
の
てらのきしほとり　4｜－ll
このやなぎ　4H2
やなぎのかげ　41－12
かはのそこ　4仁12
あをやぎのかげ　42－1㊨
ふねのむつかしさに　42－6
ひとのいへ　42－7
このひと　42－7
ひとのいへ　42－7
このあるじ　42－8
いへのひと　42－10
ひとのいでいり　42－10
けふのようさつかた　42－11
やまざきのこびつ　42－12
こびつのゑ　42－12
まがりのおほぢ　42－12
おほちのかた　42－12
うりびとのこころ　43－19
このかは　43－8⇔
ひとのこころ　4十7
いつとせむとせのうち　45－2
このいへ　45－6
　　3．体言に「の」が接し，それが「ご
　　　とし」「やうなリ」につづくもの
きのふのこどし　8－｜
とりのはねのやうにやある　14－10⇔
きのふのやうなれば　21ヰ
きのふのこどくに　30－2
ゆきのごとくに　30－4
きのふのやうなれぽ　3｜－6
うたのやうなるは　33－8
われうたのやうなる　33－9
おもてのことなりぬれば　36叫
ひとついへのやうなれば　44－9
　　4．　体言に「の」が接し，それが用言
　　　などにかかるもの
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かみのよめりける　3－7
をんなごのなきのみぞ　4－4
あるひとのかきていだせるうた4－5
もののかなしきは　4－6⑧
ひとのあれば4－7⑧
あしがものうちむれて　5－3⑳
ゆくひとのよめりける　5－4
かぜなみのしばしとをしむこころ　7与
ただなみのしろき　8－3
なみのたつなること　9－3⇔
あるひとのよめりける　11づ
てるつきのながるる　11－3⑧
ふなびとのよめる　12－9
ひとのわらふを　13叫｜
ははのかなしがらるる　15－6
ひとのよめる　15－9
ふねのおくれたりし　15－ll
あたりのよろしきところに　16－2
かちとりのきのふつりたりしたひに　17－1
ひのあしければ　17－5
めのわらはのいへる　17－8
いふかひなきもののいへるには
あるひとのこのたつなみをみて
あるひとのよめるうた　18－11
あるひとのまたよめる　19－1
あるひとのよめる　19－11
いそぶりのよするいそには
ひとのよめる　20－1
かぜによるなみのいそには
ひとのなにかといふを20－6
ひのへぬるかずを　21－2
あるひとのよめるラた22－11
かちとりのいふやう　23－1｜
うみのまたおそろしければ
あるひとのよめる　25づ
かちとりらの…いへば　25－9
17－9
18－2
19－1⑱
20－2⑳
24－4⇔
ぬさのひむがしへちれば　26－1
かちとりのまうしてたてまつることは
　　26－2
このぬさのちるかたに　26－3⇔
あるめのわらはのよめる　26－4
かぜのよければ　26－6
あはちのたうめといふひとのよめるうた
　　26－10
おひかぜのふきぬるときは26－10⑳
ゆくふねのほてうちてこそ　26－11⑧
をとこたちのこころなぐさめに　27－2
あるをむなのよめるうた27－4
みちのはるけさ　27つ⑳
あるひとのよめる　27－6
ふくかぜのたえぬかぎりしたちくれば
　　27－6⑭
つめのいとながくなりにたる　27－11
あるをむなのかきていだせるうた　28－2
あるひとのよめるうた　28－5
かすがののわがこぎわたる　28－6⑱
あるひとのよめるうた30－7
ふなぎみのいはく　30－9
きくひとのおもへるやう　30－12
ふなぎみのからくひねりいだして　3H⑨
かぜのふくことやまねば　31－7
ふねなるひとのよめる　32－3
あるひとのたへずして　32つ
あるをむなのよめるうた　32－m
ひのよきに　33つ⇔
あさきたのいでこぬさきに　33－6⇔
ことばのうたのやうなるは　33－7
きくひとの…かきいだせれば　33－10
きやうのちかづく　34－2
あるわらはのよめるうた34－2
あるひとのよめるうた　34－6
かちとりのいはく　35づ
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かぜなみのあやふければ　35－7
みこころのいかねば35－8⇔
あるひとのよめるうた36－2
ひとのいへれば37叫
ふねののぼること　37－6
ひとうたにことのあかねば　38－1
みつのこころのあさきなりけり　38づ⑳
ここにひとびとのいはく　39－8
ちゆうじやうの…よめるところなり　39－
　　10⇔
さくらのさかざらば　39－11⑳
あるひとのよめる　40づ
みやこのちかづくを　40－5
ふねのとまるところに　40－8
やまのよこほれるをみて　4｜－6
かげのかはのそこにうつれるを　4H2
かげのいとしておるかとそみる　42－2⑭
このあるちのまたあるちのよきをみるに
　　42－8
あるちのよきをみるに　42－8
つきのあかきにぞわたる　43－7
ひとびとのいはく　43－7
あるひとのよめるうた　43－9
あるひとのいへる　43－11
きやうのうれしきあまりに44－2
おほかたのみなあれにたれば　45－4
をむなごのもろともにかへらねば　45－6
こまつのあるを45叫0⑱
みしひとのまつのちとせにみましかば
　　45－12⑭
　　5．体言につき「…のように」の意を
　　　添えて連用修飾語をつくるもの
ひくふねのつなでのながきはるのひを
　　　30－11⑳
あまぐものはるかなりつる　43－11㊥
まつのちとせにみましかば　45－12⑧
　　6。　格助詞「を」に近似した用法を示
　　　すもの
ぬさのおひかぜやまずふかなむ　26－5⑧
　　7．　格助詞「と」に意味の通うもの
きのふのおなじところ　25－8
ありしところのなくひにぞあなる28－11⇔
のみ〈副助〉
をむなごのなきのみぞかなしびこふる4－4
おしあゆのくちをのみぞすふ　6－H
みやこのみぞおもひやらるる　7－1⇔
なみのしろきのみぞみゆる　8つ
これをのみいたがり　9－8
ものをのみくひて　9－9
みぎはのみこそぬれまさりけれ　10－5⑧
ねをのみぞなく　13－4
わたらむとのみなむおもふ　18－｜
ゆきのみぞふる　19－12⑳
はなのみぞさく　20－3⑧
なみとのみひとつにきけど　25弓⑧
むかしのひとをのみこひつつ　32－2
ゐざりにのみぞゐざる　39－2
は〈係助〉
正．体言につくもの
2．連用形につくもの
3，連体形につくもの
4．　副詞につくもの
5，　助詞につくもの
　　1．　体言につくもの
いまは　　2つ⇔
こころあるものは　2－6
これはものによりて　2－6
あしはじふもんじにふみてぞあそぶ　2－10
からうたは　3－4
われはきにけれ　5－3㊥
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けふはみやこのみぞおもひやらるる6－12⇔
けふはあをむまをおもへど　8－2
こひはなくて　8－4
このながびつのものは　8ヰ0
ふなこどもははらつづみをうちて　8－11
うたはいかがあらむ　9－6
つきはうみにぞいる　｜0斗1
いつるみなとはうみにざりける　ll－4⑧
くにのさかひのうちはとて　ll－6⇔
このひとびとのふかきこころざしは11－’10
いまはこぎはなれてゆく　IHI
このひとどもはおひきける　1H2
おもひやるこころはうみをわたれども
　　12－4⑧
まつのうれごとにすむつるは　12－10⑧
このうたは　12－1｜
をむなはふなぞこに　13－3
ふなこかちとりは　13－4
そのうたふうたは　13つ
うみはあるれども　13－｛1
こころはすこしなぎぬ　13－11
けふはこのなはのとまりに　14づ
はねといふところは　14－9⇔
けふはまして　15－6
ははのかなしがらるることは　15－7
かずはたらでぞ　15－8⑧
それはうみのかみに　16－7
むべもむかしのをとこは　18－9
さをはうがつ　18－9㊨
ふねはおそふうみのうちのそらを18－10㊨
をとこどちは　19－10
このうたは　20－1
よるはいもねず　21－4
あべのなかまうといひけるひとは　21－7
そのつきはうみよりぞいでける　2Hl
いまはかみなかしものひとも　22－1⇔
つきのかげは22－9
くにのかたはみやらるれ　23－7⑭
ななぞぢやそぢは　24－5⇔
まつはしらずや　25－1⑳
たてまつることは　26－2
おひかぜのふきぬるときは　26－10⑳
なみちはいとどはるけかりけり　27－7⑧
けふはねのひなりければ　27－12
けふはねのひか　28つ⑧
かいそくはよるあるきせざなり　29－2⇔
いまはいつみのくにに　29引
ところのなはくろく　30－3
まつのいろはあをく　30づ
いそのなみはゆきのごとく　30－4
かひのいろはすはうに　30－4
けふははこのうらといふところより　30つ
なみたたぬひは　30－8㊥
われはへにけり　30－12⑳
かひなきものは　31－8⑧
このかちとりは　31－12
かちとりはうつたへに　33－9
われはへにけり　34－8⑳
このすみよしのみやうじんは　35－4θ
うみはかがみのおもての　36叫
かちとりのこころは36－6
そのうたは　37－11
これはやまひをすれば　37－12
このうたは　38づ
はるのこころはのどけからまし　39－11⑳
さむさはかはらざりけり　40－2㊥
ひとはとかくありける　43－4
こころざしはせむとす44コ2
かたへはなくなりにけり　45－3
　　2．　連用形につくもの
こころあるやうにはいはれほのめく　4－12
よみつべくははやいへかし　9－12⇔
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よしとにはあらねど　15－3
なにとにはなけれども　23－12
わすれなむとにはあらで　34－11
かみにはあらずかし　36－4
まつにはあれど　40－1⑳
　　3．連体形につくもの　参照一さるは
われににべきは3－8⑳
かなしきはかへらぬひとの　4－6⑧
このいけといふはところのななり　8－9
おのこもならはぬは　13－2
さをにさはるはかつらなるらし　18叫2⑧
ゆきやられぬはいもがうむ　33－3⑳
このことばのうたのやうなるは　33－8
ふねなやますはわがために　38－2⑳
　　4．　副詞につくもの
かくはいふものか　10－6
いかがはせむ　35－10⇔
いとはつらくみゆれど　44－11
いかがはかなしき　45－7
　　5．　助詞につくもの
　　　　参照一かは・やは
あるときには　4－7
わかなぞけふをぱしらせたる　8づ
もてきたるものよりは　9－6
わらはごとにては　10－7⇔
はるののにてそねをばなく　B－6⑱
にしひむがしをぱしりける　14－6
ふねにはくれなゐこく　16－6
なみとはおもふどちにやあるらむ　17－9㊨
いふかひなきもののいへるには　17－10
なみのなかにはゆきぞふりける　18づ⑳
… とはいひけむ　18－10
いそぶりのよするいそには　19－12⑳
かぜによるなみのいそには　20－2⑧
ましてのちにはいかならむ　20－11
かなしびもあるときにはよむ　22－3⇔
もろこしとこのくにとは22－9
としよりはをさなくそある　24－10
をさなきわらはのことにては　25－2
うみにてねのひのうたにては　28－4
このとまりのはまには　32－1
をむなこのためには　32－7
くむとはなしにひごろへにける　32－12⑳
いまみてぞみをばしりぬる　34－7⑳
… とはいまめくものか35－4
ぬさにはみこころのいかねば　35－8⇔
かがみにかみのこころをこそはみつれ
　　36－5
ふなゑひしたうべりしみかほには　37つ⇔
きときてはかはのぼりちの　37－II⑳
しりへなるをかには　39－7
なかのにはには　39－7
さざれなみよするあやをば42－1⑳
たちてゆきしときよりは　43－4
きやうにはいらむとおもへば43－5
ば〈接続助〉
1，　未然形につくもの
2．　已然形につくもの
　　L　未然形につくもの
たよりあらばやらむ　10－9⇔
まことにてなにきくところはねならば
　　15－1⑳
けふはねのひかあまならば　28づ⑳
たえてさくらのさかざらば　39－ll㊨
　　2．　已然形につくもの
　　　　参照一されば
… となむありければ　3－7
にはかにうせにしかば　4－3
かへらぬひとのあればなりけり　4－7㊨
われはきにけれといひてありければ5－4
おのれしさけをくらひつれば　5－7
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かぜもふきぬべしとさわげば　5－8
さしはさめりければ6－8
かぜふけば　7－7
かぜなみやまねば　7－11
のべにしあれば　8－7⑳
わらはまでにくれたれば　8－11
しひてとへば　10－4
うつくしければにやあらむ　10－6
もしうみべにてよまましかば　1H
てるつきのながるるみれば　｜L3⑧
ふみしなければ　12つ⑭
みわたせば　12－9⑭
かくおもへば13－4
ひとみなまだねたれば　14つ
をさなきわらはのことなれば　14－11
おもふこころあれば　15－3
ひとのかずたらねば　15－7
うみをみやれば　16－3
とをかあまりなれば　16－5
あかつきよりあめふれば　16－n
さうじものなければ　16－12
ぜになければ　17－2
ひのあしければ　17－6
いたづらにひをふれば　17－7
たてばたつ　17－8⑧
ゐればまたゐる　17－8⑳
かぜなみやまねば　17－ll
いともおもしろければ　18－7
かげみれば　19－1⑳
うみあらければ　19－7
かかれどもくるしければ　19－9
いたづらなれば　｜9－11
ひあしければ　20－12
きのふのやうなれば　21－1
こころもとなければ　2｛－2
はつかみそかとかぞふれば　21－3
ふりさけみれば　22－4⑧
いひしらせければ　22－7
おなじことなるべければ22斗0
これをみれば　23つ
わがちぢははありとしおもへば　23－8㊨
ひとのほどにあはねば　24斗
うみのまたおそろしければ　24－4⇔
こぎてゆくふねにてみれば　24－12⑳
ひとつにきけどいうみれば　25－4⑧
かいそくのおそりありといへば　25－7
きたかぜあしといへば25－9
かいそくおふといへば　25－11
ぬさのひむがしへちれば　26－2
かぜのよければ　26－7
いつしかとしおもへばにやあらむ　26－9
なみあらければ　27－1
ひをのぞめばみやことほし　27づ㊥
たちくれば　27－7⑳
ひをかぞふれば　27－12
けふはねのひなりければ　27－12
むつきなれば　27－12
うみなかなれば　28－2
うらになければ．28－6⑳
ここやいどこととひければ　28－8
なにしおへば　28－12⑭
よなかなれば　29－4
かぞふれば　29ヰ0
いつみのくににきぬれば　29－11
むまときばかりにやみぬれば　29－12
かぜなみたかければ　31づ
きのふのやうなれば　31－6
かぜのふくことやまねば　31－7
かかれば　32－2
おりてひろはむといへれば　32－4
くるしければよめるうた　33－2
ひのよきにともよほせば　33－5
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かきいだせれば　33斗1
わすれねばよめる　34－9
かぜなみのあやふければ　35－8
ぬさにはみこころのいかねば　35－8⇔
うみにうちはめつれば　35－12
おもてのことなりぬれば　36－2
ひとのいへれば　37斗
やまひをすれば　38－1
ひとうたにことのあかねば　38－1
せちみすれば　38－12
かはのみつなければ　39－2
いをなどこへば39－4
おもひやりてみれば　39－6
ひとにとへば　4卜7
きやうへのぼるついでにみれば　42－12
きやうにはいらむとおもへば　43－6
あすかがはにあらねば　43－8⇔
よふけてくれば44－4
つきあかければ44つ
ひとついへのやうなれば　44－9
みなあれにたれば　45－4
もろともにかへらねば　45－7
みましかば45－12⑭
　　ばかり〈副助〉
うのときばかりに　23－2
ここのつばかりなるをのわらは　24－9
よな力寸まカ、リより　25－11
よなカ、仁《カ、リシこ　29－3
とらうのときばかりに　29－6
むまときばかリ｝こ　29－12
　　へ〈格助〉
ふねにのるべきところへわたる　1－6
きやうへかへるに　4－4
みやこへとおもふを　4－6⑧
みやこへもがな　15－1⑳
いかでとくみやこへもがな　15－2⑪
ぬさのひむがしへちれば　26－2
みやこへとおもふ　27－5⑳
しりへしそきにしそきて　35－2
くるまきやうへとりにやる　42づ
きやうへのぼるついでにみれば　42引
かくてきやうへいくに　43－2
　　べし〈助動〉
　べく＜用〉
よみつべくは　9－12⇔
とひてしるべく　16－4⑳
やむぺくもあらず18－1
つみてゆくべく　34－10⑱
　ぺし〈止〉
さかしきもなかるべし　3－9
かぜもふきぬべし　5－8㊧
なみたてつべし　8－12
いとおほこゑなるべし　9－6
ておしつべし　10－8⇔
おとらざるべし　11一口
きしにもいふことあるべし　12づ
かぜふきぬべし　19－4⇔
からうたなどいふべし　19－｜0
えよみすゑがたかるべし　20－10
およびもそこなはれぬべし　21－4
ひそかにいふぺし　31－1
おやをさなくなりぬべし　32－8
こふるちからにせむとなるべし　34－12
うちはめつべし　35－3
よめるなるべし　38－1
いへるなるべし　38－4
あるにもあらざるべし　41－1
　べき〈体〉
ふねにのるべきところへわたる　1－6
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ぺし む
われににべきはたれならなくに　3－8⑧
しつべきひともまじれれど　9－8
ふねにのるべきところにて　21－8
おもひたぶべきもの　35－9⇔
　べけれ〈已〉
おなじことなるべければ　22－10
べらなり〈助動〉
　べらなリ〈止〉
おなじふかさにながるべらなリ　44－2⑱
　べらなる〈体〉
ちよのどちとそおもふべらなる　12－10⑳
かずはたらでぞかへるべらなる　15－8⑭
ふくかぜそよせつつひとをはかるべらなる
　　20－6⑳
まし〈助動〉
　まし〈止〉
いれずもあらなむともよみてましや　1仁2
はるのこころはのどけからまし　39－12⑧
とほくかなしきわかれせましや　46－1⑧
　まし〈体〉
うみまつをだにひかましものを　28－4⑳
いはざらましものを　38－5⑪
　ましか〈已〉
もしうみべにてよまましかば　1H
まつのちとせにみましかば　45－12⑳
まじ〈助動〉
　まじく＜用〉
ききしるまじくおもほへたれども　22－5
　まじき〈体〉
かならずしもあるまじきわざなり　43－3
まで〈副助〉
いつみのくにまでと　1－10
わらはまでゑひしれて　2－9
らうどうまてにものかづけたり　3－2
わらはまでにくれたれば　8－11
ふねにのりしひよりけふまでに　18－4
よのつきいつるまでぞ　2HO
このつきまてなりぬること　30－9⇔
よそかいかまでわれはへにけり　30－11⑳
む〈助動〉
　む〈止〉
をむなもしてみむとてするなり　1－1
きみにあはむとこしものを　3－6⑳
はやくいなむとて　5－7
ふねにのりなむとす　5－8
もしおもふやうあらむや　6－12
いまおもひいでむ　9－2
うたよまむとおもふこころ　9－2
このうたのかへしせむ　9－11⇔
よみてむやは　9－12⇔
たちぬるひとをまちてよまむ　10－1⇔
たよりあらばやらむ　10－9⇔
なはのとまりをおはむとて　11－5⇔
これをみおくらむとてぞ　1H2
ぜにごはむ　B－8⑳
ゆあみなどせむとて　16－2
みさきといふところわたらむ　18－1㊨
みふねかへしてむ　19づ⇔
つかはれむとて　23－6
かいそくむくいせむと　24－3⇔
おりてひろはむ32－4⑳
かたみとおもはむ　32－7⑱
… とひといはむや　32－8
うつたへにわすれなむとにはあらで34－11
こふるちからにせむとなるぺし34－12
ψきやうにはいらむとおもへば　43－6
こころざしはせむとす44－12
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とまれかうまれとくやりてむ　46－3
　む〈体〉
かみがらにやあらむ　2－4
をしむこころやあらむ　7－6
おくれてなかむわれや　9つ⑳
われやまさらむ　9－5⑧
うたはいかがあらむ　9－6
うつくしけれぽにやあらむ　10－6
わらはごとにてはなにかはせむ　10－7⇔
こころやりにやあらむ　19－10
ましてのちにはいかならむ　20一日
ひとのこころもおなじことにやあらむ
　　22－10
おぼろけのぐわんによりてにやあらむ
　　23－5
まことにやあらむ　25－ll
いつしかとしおもへばにやあらむ　26－9
いかがあらむ　28つ
うみをかがみとたれかみざらむ　30－8⑳
いかがはせむ　35－11⇔
みやこほこりにもやあらむ　37斗0
いかがあらむ　40司2
なほあかずやあらむ　45－11
　　めリ〈助動〉
　めリ〈止〉
おかれぬめリ　10－9
　　も〈係助〉　参照一もがな
　1、　体言につくもの
　2．　連用形につくもの
　3．　連体形につくもの
　4．　副詞につくもの
　5，接頭語につくもの
　6、　助詞につくもの
　　1．体言につくもの
　　　参照一そもそも・よもすがら
をとこもすなるにきといふものを　H
をむなもしてみむとて　1司
あるじも　3－4
まらうども　3－4
ことひとも　3－4
こしかひもなく　3－6⑧
いまのあるじも　3－｜｜
なにごとも　4つ
あるひとびとも　4－5
くちあみももろもちにて　5－｜
さをさせどそこひもしらぬ5－5⑧
もののあはれもしらで　5－6
かぜもふきぬべし　5－7⇔
ふなやかたのちりもちり　5－11⇔
くももただよひぬ　5－11⇔
いもじあらめも　6－9
はがためもなし　6－10
ものもなし　7－9
あさちふののべにしあれぽみつもなき
　　8－7⑭
ひとりもかへしせず　9－7
しつべきひともまじれれど　9－8
ゆくひとも　10－4⑳
とまれるひともとほくなりぬ　12－2
ふねのひともみえずなりぬ　12－2
やまもうみもみなくれ　12－12
やまもうみもみなくれ　12－12
にしひむがしもみえずして　13－1
をのこもならはぬは　13－2
ぜにももてこず　13－9⇔
ものもものしたぽで　14－2
うみのありやうもみえず　14－5
をとこもをむなも　15－2
をとこもをむなも　15－2
くももみななみとそみゆる　16－3⑳
くものうへも　18－8
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うみのそこも　18－8
なにごともおもほえず　19－9
ふねもいださで　19－Il
うぐひすも　20－2⑧
はるもえしらぬ　20－2㊥
およびもそこなはれぬべし　21－3
よるはいもねず　21－4
やまのはもなくて　2仁5
かみよよりかみもよむたび　22－1⇔
かみなかしものひとも　22－1⇔
よろこびもあり　22－2⇔
かなしびもあるときにはよむ22－2⇔
ひとのこころもおなじことにや22斗0
かぜもふかず　23－5
かしらもみなしらけぬ　24－4⇔
やまもゆくとみゆるをみて　24－11
わらはもをむなも　26－8
わらはもをむなも　26－8
けさも　27－9
わかなもつまず28－6㊥
にしひむがしもみえず29－4
ひともいふこととて　30－10㊨
ひもえはからぬかたゐなりけり　31－12
… といふやうもあり　32－9
さむさもしらぬいつみにぞ　32一日⑱
まつばらめもはるばるなり　33－2
ひとひかたときも　34－9
みふねもゆかぬなり　35－9⇔
まなこもこそふたつあれ　35一日⇔
めもうつらうつら　36－5
ふねもわがみも　37－12⑳
ふねもわがみも　37－12⑳
ちぢもこれをききて　40－12
かうやうのことも　40－12
うたも　 40－12
もろこしもここも　4H
もろこしもここも　4｜－2
やまざきのこびつのゑも　42－12
まがりのおほちのかたも　43ヰ
そこなるかげも　43－10㊥
うたもあまりぞおほかる　44づ
ところどころも　44－4
ひとのこころもあれたるなりけり　44－8
ものもたえずえさせたり　44－10
こわだかにものもいはせず　44－11
ほとりにまつもありき　45－1
ふなびともみなごたかりてののしる　45－7
　　2・　連用形につくもの
　　　　参照一接頭語につくもの
いひつかふものにもあらざなり　2－3
あしくもあれ　10－8⇔
いれずもあらなむ　｜0－12⑧
いれずもあらなむ　11－1⑱
かぜなみとににやむべくもあらず　18－1
ゑじもこそしたべ3仁2⇔
たまならずもありけむを　32－8⇔
いふとにもあらず33－9
あやなくもかもめさへだに　34－3⑯
にずもあるかな　37－3⇔
みやこほこりにもやあらむ　37－10
あるにもあらざるべし41－1
　　3・　連体形につくもの
さかしきもなかるべし3－9
ゆくひともとまるもそでの　10－5㊥
なかりしも　40－10㊨
ありしもなくてくるがかなしさ　40－｜1⑧
むまれしもかへらぬものを　45－10⑧
　　4．　副詞につくもの
　　　　参照一まれ〈「もあれ」の略〉自立
　　　　語篇
いかにもあれ　10－8⇔
いともこころぼそし　13－2
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いともおもしろければ　18－6
むべもむかしのをとこは　18－9
またもこふるちからに　34斗2
　　5．　接頭語につくもの
よするなみうちもよせなむ32つ⑭
　　6．助詞につくもの
　　　　参照一かならずしも・しも
ことひとびとのもありけれど　3－9
いまのももろともに　3－10
さきのもてとりかはして　3－11
かはのもうみのも　8－5
かはのもうみのも　8－5
こゑよりも　9つ⑳
… ともよみてましや　ll－2
このうみにもおとらざるべし　11－11
きしにもいふことあるべし　12－2
ふねにもおもふことあれど　12づ
なにともおもへらず　13－5
こころにもあらぬはぎに　16－9
しもだにもおかぬかたぞと　18－3⑱
いつともわかぬゆきのみぞふる　19－12⑳
ひをだにもあまぐもちかく　27－5⑱
きよるなみをもあはれとそみる　29－1⑳
しらたまをこふるをだにも　32－6⑧
うためきてもいひつるかな　33斗0⇔
これにもかへりごとす43－5
そでをひてても　43－12⑧
わがこころにも　44－1⑳
ききしよりもまして　44－6
もが〈終助〉参照一もがな
もがな〈終助〉
よむべのうなゐもがな　13－8⑱
みやこへもがな　15－1⑧
いかでとくきやうへもがな　15－2㊨
あまもがな　16－4⑭
こまつもがな　28－1㊨
ものか〈助〉
かくはいふものか　10－6
… とはいまめくものか35与
ものを〈助〉
きみにあはむとこしものを　3－6⑭
あまぐもちかくみるものを　27－5⑳
うみまつをだにひかましものを　28－4⑱
いはざらましものを　38－5⇔
かへらぬものを　45－10⑧
や〈係助〉　参照一やは
かみがらにやあらむ　2－4
をしとおもふひとやとまると　5－2⑳
もしおもふやうあらむや　6－12
をしむこころやあらむ　7－5
そのななどそや　9－2
われやまさらむ　9－5⑯
よふけとにやありけむ　10－2
うつくしければにやあらむ　10－6
よみてましや　11－2
… とや　 11－4
しらずやあるらむ　12つ⑳
… とや　 12－｜｜
おややまぼるらむ　13－7⇔
しうとめやくふらむ　13－7㊧
とりのはねのやうにやある　14－｜0⇔
おもふどちにやあるらむ　17－9⑧
こころやりにやあらむ　19叫0
かうやうなるをみてや　21－6
あかずやありけむ　2HO
こころをやききえたりけむ　22－8
ひとのこころもおなじことにやあらむ
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や　　22－10
おぽうけのぐわんによりてにやあらむ
　　23－4
まつはしらずや　25－1⑳
まことにやあらむ25－11
おもへばにやあらむ　26－9
ここやいどこ　28－8⇔
ひといはむや　32－9
しるしありやと　34ヰ0⑧
みやこほこりにもやあらむ　37－10
もつつるとや　38－11
ちとせやすぎにけむ　45－2
あかずやあらむ　45－ll
わかれせましや　46－1⑧
　　やうなリ〈助動〉
　やうに〈用〉
たたはしきやうにて　2－4
あそぶやうにて　2叫2＊
こころあるやうには　4斗2
とりのはねのやうにやある　14－10⇔
ちれるやうにぞ　23－4’
ものいふやうにぞきこえたる　24－1＊
よろこべるやうにて　42－8
　やうなリ〈止〉
わらふやうなリ　20－9
　やうなる〈体〉
このことぽのうたのやうなるは　33－8
われうたのやうなること　33－9
　やうなれ〈已〉
にぎははしきやうなれど　7－10
きのふのやうなれば　2仁1
きのふのやうなれば　31－6
ひとついへの、やうなれば　44つ
　　やは〈係助〉
より
よみてむやは　9－12⇔
　　よリ〈格助〉参照一もとより
すむたちよりいでて　1－6
かみのたちよリ　2－11
オs↓まつよリ　4－1
うらどよりこぎいでて　6－2
いけとなあるところよリ　8－4
ふなよりはじめて　8－5
こゑよりも　9－5⑳
もてきたるものよりは　9－6
おほみなとよリ　ll－5
みたちよりいでたうびしひより　11－8
みたちよりいでたうびしひよリ　｜1－9
これよリ　11－｜1
ならしつよりむうつにきぬ　15斗2
ふねにのりはじめしひよリ　16－6
あかつきよりあめふれば　16－11
むまときよりのちに　16－12
ふねにのりしひよりけふまでに　18－4
つきのうへよりこぐふねの　18－12⑧
うみのなかよりぞいでける　21－5
うみよりぞいでける　21－｜1
かみよよりかみも　2卜12⇔
なみよりいでてなみにこそいれ　22－12⑱
くによりはじめて　24－3㊨
よむべのとまりよリ　24－8
としよりはをさなくそある　24－IP
よな力刈まカ、りよリ　25－12
けふふねにのりしひよりかぞふれば29－10
いつみのなだといふところよリ　30－1
はこのうらといふところよリ　30－6
いつみのなだよリ　33斗
みふねよりおふせたぶなり　33－6⇔
まつよりさきにわれはへにけり　34－7⑳
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みをつくしのもとよりいでて　36－7
ふなぞこよりかしらをもたげて　36－11
きやうよりくだりしときに　40－6
ふねよりひとのいへにうつる　42－7
たちてゆきしときよりは　43－4
ききしよりもまして　44－6
らし〈助動〉
　らし〈止〉
かつらなるらし　18－12⑭
らむ〈助動〉
　らむ〈止〉
なみとみゆらむ34－4㊥
　らむ〈体〉
しらずやあるらむ　12－5⑳
おややまぽるらむ　｛3－7（⑳
しうとめやくふらむ　13－7露
どちにやあるらむ　17－9㊨
ほしきものぞおはすらむ　35－4⇔
らる〈助動〉
　られ〈用〉
よねをとりかけておちられぬ　17－2
リ〈助動〉
　ら〈未〉
なにともおもへらず13与
　リ〈用〉
いひあヘリけり　3－4
あるじのかみのよめりける　3－5
かへるさきのかみのよめりける　3－7
ゆくひとのよめりける　5－4
さしはさめりければ　6－8
あるひとのよめりける　日一3
よめりけるうた22つ
… とそよめりける　22つ
このふねにまじれりけり　28司0
ふなゑひしたうベリしみかほには　37－3⇔
いたれりしくににてぞ　40－7
いヘリけるうた　45－9
　り〈止〉
あざれあヘリ　2ヰ
むまのはなむけしにいでませり　2－8
おほみなとにとまれリ　6－5
おほみなとにとまれり　7－3
よきものたてまつれリ　7－8
おなじところにとまれリ　16－12
おなじところにとまれリ　17－11
ききふけりてよめリ　20－7
かけりとも　20斗0
いつれまされりおきつしまもり　24－6⑧
なみのはなさけリ　25づ
あやしきうたひねりいだせり　37一日
あはちのこのうたにおとれリ　38－5
むめのはなさけり　39－8
ところににたるうたよめリ　40ヰ
やまざきにとまれり　42づ
あるひとよめリ　44－1
　る〈体〉
あるひとのかきていだせるうた4－6
になひいだせるうた　5－2
よめるうた9－4
… とそよめる　9－5
いへるうた　10－4
… となむよめる　｜0－6
うみのほとりにとまれるひとも　12－1
ふなびとのよめるうた　12－9
このうたをよめる　14－12
… とそいへる　15－1
ひとのよめる　15－9
… となむうたよめる　16つ
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? ?
めのわらはのいへる　17－8
いふかひなきもののいへるには
このなみたつをみてよめるうた
くもれるくもなくなりて　18～6
ききされにきけるなり　18－11
あるひとのよめるうた　18－11
あるひとのまたよめる　19－1
あるひとのよめる　19－ll
またひとのよめる　20－1
こころやりによめる　20－5
よめるもじ　20－7
あるひとのよめるうた　22－ll
17－9
18－2
あきのこのはしもちれるやうにぞ　23－4
うたをそよめる　24－12
… とそいへる　25－1
あるひとのよめる　25づ
あるめのわらはのよめる　26つ
…とそよめる26－6
よめるうた　26－｜0
あるをむなのよめるうた　27－4
あるひとのよめる　27－6
あるをむなのかきていだせるうた　28－2
… とそいへる　28－4
あるひとのよめるうた　28－5
あはれといひてよめるうた28－11
… とそいへる　29－1
めぐみかうぶれるににたり　29－9
あるひとのよめるうた　30－7
こころやりにいへる　30－10
きくひとのおもへるやう　30－12
よしとおもへることを　31－2⇔
これにつけてよめるうた　3L8
ふねなるひとのよめる　32－3
ふねのこころやりによめる　32－5
… となむいへる　32－7
あるをむなのよめるうた　32－11
くるしければよめるうた　33づ
あるわらはのよめるうた34－3
あるひとのよめるうた34－6
わすれねぽよめる　34－9
あるひとのよめるうた36－2
かくそいへる　36－11
よめるなるべし　38－1
いへるなるべし　38－4
うたよめるところ　39－12⇔
あるひとのよめる　40－3
こうめるものども　40－7
ものどもありあへる　40－8
やまのよこほれるをみて　41－6
かはのそこにうつれるをみて　引ヰ2
うつれるをみてよめるうた　42－1
よろこべるやうにて　42－7
あるひとのよめるうた43－9
あるひとのいへる　43－11
のぞみてあつかれるなり　44－9
みつつけるところあり　45－1
いまおひたるぞまじれる　45－3
こころしれるひとと　45－9
… とそいへる45－11
　れ〈已〉
しつぺきひともまじれれど　9－8
… といへれば　32－4
かきいだせれば　33司1
かくたいまつれれども　35－6
おもひのほかなるひとのいへれば　37－1
る〈助動〉
　れ〈未〉
このあひだにつかはれむとて　23－6
ゆきやられぬは　33－3⑧
　れ〈用〉
よばれていたりて　2－12
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こころあるやうにはいはれほのめく　4－12
… とておかれぬめり　10－9
およびもそこなはれぬべし　21－4
　るる〈体〉
おもひやらるる　7－1⇔
ははのかなしがらるることは　15－6
　るれ〈已〉
なほこそくにのかたはみやらるれ　23－7⇔
　　を〈格助＞
　1．体言につくもの
　2．　連体形につくもの
　　1．　体言につくもの
にきといふものを　1－1
いちもんじをだに　2－9
しろたへのなみちをとほく　3－8⑧
うらどをさして　4－1＊
いでたちいそぎを　4－3＊
わすれつつなほなきひとを　4－8⑧
わかれがたきことをいふ　4－11
ふかきこころをきみにみるかな　5つ⑧
おのれしさけをくらひつれば　5－7
おほみなとをおふ　6－2
びやくさんをあるものよのまとて　6－7
おしあゆのくちをのみぞすふ　6一利
このすふひとびとのくちを　6－12
あをむまをおもへど　8－2
わかなぞけふをばしらせたる　8－6
はらつづみをうちて　8－12
うみをさへおどろかして　8－12
このうたをこれかれあはれがれども　9－7
これをのみいたがり　9－8
ものをのみくひて　9－8
たちぬるひとをまちてよまむ　10－1⇔
これをみて　10－ll
このうたをおもひいでて　1仁2
なはのとまりをおはむとて　11－5⇔
これをみおくらむとてぞ　1H2
このうたをひとりごとにしてやみぬ12－4＊
こころはうみをわたれども　12つ⑳
うだのまつばらをゆきすぐ　｜2－6
ところをみるにえまさらず　12－11
かしらをつきあてて　13づ
ねをのみぞなく　13－4
はるののにてねをばなく　13－6㊨
つむだるなを　13－7⑳
そらごとをして　B－9⇔
おぎのりわざをして　13－9⑳
これらをひとのわらふをききて　13－10
ふねをいだして　14－4
むうつをおふ　14－4
つきをみてぞ　｜4－6
にしひむがしをぽしりける　14－6
このところのなをききて　14－9
このうたをよめる　14－12
むかしへびとをおもひいでて　15つ
… といふことをおもひいでて　15－8
こをこふるおもひにまさる　15－9⑧
うみをみやれば　16づ
すしあはびをぞ　16－9
よねをとりかけて　17－2
いたづらにひをふれぽ　｜7－7
ひとびとうみをながめつつ　17－7
ふねをいだして　18－7
なみのうへのつきを　18－9㊥
うみのうちのそらを　18－10●
これをききて　19－1
としつきをいつともわかぬ　19－12⑧
このうたどもを　20つ
たつなみをゆきかはなかと　20－5⑳
よせつつひとをはかるべらなる　20－6⑭
このうたどもを　20－6
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ただひのへぬるかずを　21－3
これをみてぞ2H1
かかるうたをなむ　21－12⇔
ことのこころををとこもじに　22－6
さまをかきいだして　22－6
こころをやききえたりけむ　22－7
そのかみをおもひやりて　22－11
これをみれば　23－3
しろきなみをよす23－12⇔
なみをみて　24－2
いふなることをおもふうへに　24－3㊧
こととまりをおひてゆく　24－8
ふねをこぐまにまに　24－10
うたをそよめる　24－11
かみほとけをいのる　25－7
ふねをいだして　25－12
これをききて　26－4
そのをとをききて　26－8
ひをのぞめばみやことほし　27づ㊨
いふなることのさまをききて　27～4
ひをだにも　27－4⑧
ひをかぞふれば　27－11
うみまつをだにひかましものを　28－3㊨
ふねをよせて　28－7
としごろを　28－12⑭
きよるなみをも　29－1⑳
ふねをいだして　29つ
あはのみとをわたる　29づ
かみほとけをいのりて　29－5
このみとをわたりぬ29－5
ぬしまといふところをすぎて　29－6
たなかはといふところをわたる　29－7
くろさきのまつばらをへてゆく　30－3
うみをかがみとたれかみざらむ　30－8⑳
はるのひをよそかいかまで30－11㊨
かみほとけをいのる　3仁4
ををよりて　31－8⑭
なみだのたまをぬかぬなりけり　31－9⑧
むかしのひとをのみこひつつ　32－2
しらたまをこふるをだにも　32－6⑧
ひをふることを　32－10
ひをふることをなげきて　32－10
てをひてて　32－11⑳
をつのとまりをおふ　33－2
すみよしのわたりをこぎゆく　34－6
いまみてぞみをぽしりぬる　34－7⑧
ぬさをたてまつりたまへ　35与⇔
かがみをたいまつる　35ヰ2⇔
ちはやぶるかみのこころを　36－3⇔
かがみをいれてかつみつるかな　36づ⑧
かみのこころをこそはみつれ　36－5
ひたひにてをあてて　36－9
かしらをもたげて　36－11
やまひをすれば　38－1
ふねをひきつつ　39－1
なぎさのゐんといふところを　39－5
むかしをおもひやりて　39－6＊
よをふるやどの　40づ⑧
こをいだきつつ　40－8
これをみて　40～9
ちぢもこれをききて　40－12
これをききて　41－7
ふねをとどめて　41－10
よするあやをば　42－1⑧
こころをそしらぬ　43－1鰺
そでをひてても　43－12⑧
　　2．　連体形につくもの
かくあるをみつつ　12－12
ひとのわらふをききて　13－11
このなみたつをみて　｜8－2
なにかといふをあるひとききふけりて20－7
かうやうなるをみてや21－6
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かくうたふをききつつ　23－9
やまもゆくとみゆるをみて　24－11
やまさへゆくをまつはしらずや　25－1⑱
いとながくなりにたるをみて　27一日
こふるをだにもかたみとおもはむ　32づ㊨
みやこちかくなりぬといふをよろこびて
　　36－10
ちかづくをよろこびつつ　40－5
やまのよこほれるをみて　41－6
そこにうつれるをみて　4仁12
あるじのよきをみるに　42－9
こまつのあるをみるがかなしさ　45－10⑧
　　を〈接続助〉
みへざなるを　2－6
みやこへとおもふをもののかなしきは
　　4－6⑧
もとめけるを　10－2
たまならずもありけむを　32－8⇔
いのりくるかざまともふを　34－3⑧
を〈間投助〉　参照一ものを
よしとおもへることを　31－2⇔
みつをあさみ　37－11⑧
ひとのこを　40－10⑭
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